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z都道府県の数値：
政府統計の総合窓口
（ｅ－Ｓｔａｔ）の「都道府県
別にみた年次別合計
特殊出生率」２０１５年
の数値

長野県１９市中
トップクラス

飯
田
市
の
合
計
特
殊
出
生
率（
２
０
１
５
）
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若者が帰ってきたくなる
地域づくり
若者が帰ってきたくなる
地域づくり
人口減少や少子化・高齢化は全国的な課題となっていますが、
私たちの地域でも、避けて通ることのできない課題となっています。
昔からコミュニティ（人と人とのつながり・地域社会）を大切にしてきた
この地域。そのコミュニティを維持するため、人口減少を食い止める
必要があります。
この地域で育つ子どもたちの多くが、進学などを機に一度は地域外へ
転出してしまいますが、そんな若い世代にこの地域に帰ってきてもらえるよう、
また、この地域に縁が無かった人にも、この地域を知ってもらい、
この地域に住んでもらえるよう、取り組んでいます。

飯
田
市
の
人
口
は
２
０
０
０
年
の

国
勢
調
査
時
の
１１
万
５
８
９
人
を

ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、２
０

１
５
年
の
国
勢
調
査
で
は
、１０
万
１

５
８
１
人
に
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
の
推
計
で
は
、さ
ら
に
３０
年
先
の

２
０
４
５
年
に
は
、約
７
万
５
０
０
０

人
に
ま
で
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。ま
た
、そ
の
内
訳
を
見
る

と
、老
年
人
口
が
増
加
す
る
一
方

で
、生
産
年
齢
人
口
や
年
少
人
口
は

減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。

人
口
の
増
減
に
は
、出
生
数
と
死

亡
数
に
よ
る「
自
然
増
減
」と
、人
口

の
流
入
と
流
出
に
よ
る「
社
会
増

減
」が
影
響
し
ま
す
。子
ど
も
を
生

み
育
て
や
す
い
ま
ち
を
目
指
す
飯
田

市
の
２
０
１
５
年
の
合
計
特
殊
出
生

率
　
は
１・７
７
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
都
道
府
県
の
数
字
や
県
内
１９

市
の
数
字
と
比
較
す
る
と
、ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
を
誇
り
ま
す
。

一
方
、飯
田
下
伊
那
地
域
の
高
校

生
の
約
７
割
は
、卒
業
時
に
進
学
な

ど
を
理
由
と
し
て
こ
の
地
域
か
ら
転

出
し
ま
す
。地
域
外
へ
転
出
後
こ
の

地
域
へ
戻
っ
て
き
て
地
元
で
就
職
す

る
人
と
、高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
飯

田
下
伊
那
地
域
へ
就
職
す
る
人
の
数

を
合
せ
た「
地
域
内
回
帰・定
着
率
」

は
、全
体
の
４
割
程
度
に
と
ど
ま
り
、

多
く
の
若
者
は
地
域
外
で
働
く
こ
と

を
選
ん
で
い
ま
す
。若
い
世
代
の
都

会
へ
の
流
出
に
よ
る「
社
会
減
」が
、

飯
田
市
の
人
口
減
少
の
大
き
な
要
因

の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。そ

し
て
、仮
に
現
状
の
ま
ま
を
維
持
す
る

と
、ま
す
ま
す
若
い
世
代
が
少
な
く

な
り
、経
済
活
動
や
地
域
の
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
の
担
い
手
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
状
況
で
す
。

（※１）
出
生
率
が
高
い
飯
田
市

一
方
で
人
口
減
少
が
課
題

ớ※

̍
Ờ

１
人
の
女
性
が
生
涯
で
産
む
子
ど
も
の
人
数
を
示

す
指
標
。
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（※２）家居、家事従事、浪人、未定など。

●Ｕ・Ｉターン相談件数・実績

●高卒者の進路状況（平成２８年度）　（人）

●飯田市総人口の将来展望

60,000

80,000

100,000

120,000
（人）

（年）

卒業者数 進学者数 管内就職者数 管外就職者数 その他（※２） 地域外への転出
１,５７５人 １,０３８人 ３５２人 ８８人 ９７人 ７１.５％

年　度 相談件数 成立実績
Ｕターン Ｉターン

Ｈ２６年度 １１８件 ２９件　５１人 ２０件　３１人 ９件　２０人
Ｈ２７年度 １１２件 ３２件　４９人 ２０件　２５人 １２件　２４人
Ｈ２８年度 １２８件 ３５件　５７人 ２４件　３３人 １１件　２４人

内　　　訳

2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045

２０２８年
約９６,０００人 ２０45年

約９1,０００人

２０２８年
約９1,０００人

２０45年
約75,０００人

独自推計 国立社会保障・人口問題研究所推計

（※３）

結
い（
Ｕ
Ｉ
）タ
ー
ン
を
促
進

ớ※

̏
Ờ

地
元
を
離
れ
て
生
活
し
て
い
た
人
が
地
元
へ
戻
っ

て
生
活
し
た
り
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
元
以
外
で
生

活
し
た
り
す
る
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
飯
田
市
で
は
、今
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
総
合
計
画「
い
い
だ
未
来
デ

ザ
イ
ン
２
０
２
８
」の
中
で
、「
２
０
４
５
年
の
人
口
は

約
９
万
１
千
人

を
目
指
す
」と

い
う
目
標
を
設

定
し
、取
り
組

ん
で
行
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。

人
口
維
持
の
方
策
の
１
つ
が
移
住

促
進
で
す
。移
住
を
考
え
る
人
に

と
っ
て
長
野
県
は
と
て
も
人
気
が
あ

り
、今
年
８
月
に
総
務
省
が
ま
と
め

た
移
住
希
望
相
談
件
数
で
も
、調
査

開
始
し
た
昨
年
度
に
引
き
続
き
、全

国
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。都
会
に
住

む
人
た
ち
に
、農
村
で
の
生
活
ス
タ

イ
ル
を
求
め
る「
田
園
回
帰
」の
考

え
方
が
浸
透
し
、そ
れ
が
長
野
県
の

持
つ「
田
舎
の
良
さ
」と
マ
ッ
チ
し
て

い
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

飯
田
市
で
は
Ｕ・Ｉ
タ
ー
ン
　
を

「
結
い（
Ｕ
Ｉ
）タ
ー
ン
」と
呼
び
、人

材
誘
導
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い

ま
す
。そ
の
中
心
を
担
っ
て
い
る
の
が

「
結
い
タ
ー
ン
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

室
」と「
ふ
る
さ
と
定
住
支
援
課
」で

す
。結
い
タ
ー
ン
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

室
で
は
、無
料
職
業
紹
介
と
し
て
、

事
業
所
か
ら
の
求
人
情
報
を
も
と

に
、Ｕ・Ｉ
タ
ー
ン
者
に
仕
事
の
あ
っ
せ

ん
や
事
業
所
の
情
報
な
ど
を
提
供
し

て
い
ま
す
。こ
の
ほ
か
、就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
の
開
催
や
就
職
活
動
に
関
す
る

相
談
な
ど
、就
職
支
援
に
関
係
す
る

団
体
な
ど
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。ま
た
、今
年
度
市
役
所
に
新

た
に
設
置
さ
れ
た「
ふ
る
さ
と
定
住

支
援
課
」は
、空
き
家
な
ど
の
住
ま
い

の
情
報
や
、子
育
て
環
境
な
ど
の
暮

ら
し
の
情
報
な
ど
を
専
門
に
担
当
し

ま
す
。結
い
タ
ー
ン
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
室
と
ふ
る
さ
と
定
住
支
援
課
が
連

携
し
て
、若
い
世
代
が
ふ
る
さ
と
飯

田
へ
帰
っ
て
く
る
こ
と
や
、飯
田
生
ま

れ
で
は
な
い
人
が
飯
田
へ
移
住
す
る

た
め
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

（結いターンキャリアデザイン室扱い）

出典：「業務概況」飯田公共職業安定所
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豊
富
な
地
域
資
源
を
活
用
し
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
出
会
い
の
場

を
つ
く
り
「
ふ
る
さ
と
の
す
ば
ら
し
さ
」「
働
く
こ
と
の
す
ば
ら

し
さ
」「
生
き
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
」
を
伝
え
、
夢
や
目
標
を

持
て
る
子
ど
も
を
育
む
教
育

◎
問
い
合
わ
せ

z

移
住
定
住
に
関
す
る
こ
と
／

ふ
る
さ
と
定
住
支
援
課
　
内
線
５
４
４
２

z

就
労
支
援
に
関
す
る
こ
と
／

産
業
振
興
課
　
内
線
３
５
１
４

高速道路下のトンネルに壁画 ～飯田型キャリア教育で地元への愛着を醸成～

地元企業と学校のつながりを作る飯田ＯＩＤＥ長姫高等学校人材育成委員会

高
速
道
路
下
の
ト
ン
ネ
ル
（
カ
ル
バ
ー
ト

ボ
ッ
ク
ス
）
の
壁
に
子
ど
も
た
ち
が
飯
田
の

絵
を
描
き
、
飯
田
を
愛
す
る
気
持
ち
を
育
む

取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
昨
年
度
、
丸
山
小
学
校

３
年
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
貫
で
行
わ
れ

ま
し
た
。「
暗
く
寂
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

高
速
道
路
下
を
明
る
い
場
所
に
」
と
取
り
組

ん
だ
壁
画
制
作
。
飯
田
の
有
名
な
も
の
を
描

こ
う
と
、
自
分
た
ち
で
調
べ
た
り
ん
ご
や
水

引
な
ど
を
壁
面
に
描
き
ま
し
た
。
こ
の
体
験

を
通
し
て
「
飯
田
に
は
自
慢
で
き
る
も
の
が

ま
だ
あ
る
。
」
と
地
域
へ
の
関
心
を
高
め
、

飯
田
が
ま
す
ま
す
好
き
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

子
ど
も
た
ち
へ
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
高
等
学
校
と
　
南
信

州
・
飯
田
産
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
元
企
業

と
高
校
生
を
つ
な
ぐ
た
め
の
新
し
い
取
り
組

み
を
昨
年
度
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

６
月
に
行
わ
れ
た
の
は
企
業
展
示
説
明

会
。
飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
高
校
に
２５
社
も
の

地
元
企
業
が
集
結
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が

自
社
の
特
徴
・
魅
力
を
、
３
年
生
に
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
進
路
に
つ
い
て
考
え
始

め
る
高
校
１
・
２
年
生
対
象
の
事
業
な
ど
も

企
画
し
て
い
ま
す
。

（公財）

一
度
は
地
域
外
へ
転
出
す
る
子
ど
も
た
ち

に
、い
ず
れ
飯
田
に
帰
っ
て
き
て
も
ら
う
た
め
に

は
、地
域
を
離
れ
る
ま
で
に
、地
域
に
愛
着
と
誇

り
を
持
て
る
人
材
を
育
成
し
た
り
、地
域
の
産

業
や
企
業
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

飯
田
市
で
は
、小
中
学
生
に
対
す
る
飯
田
型

キ
ャ
リ
ア
教
育
　
に
よ
り
、地
元
愛
を
育
む
教

育
や
、も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
、

地
元
企
業
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
子
ど
も
科
学
工
作
教
室
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。ま
た
高
校
生
に
対
し
て
は
、小
中
学

校
で
の
学
び
を
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、地
域
人

教
育
や
カ
ン
ボ
ジ
ア・ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を
実
施

し
た
り
、地
元
就
職
を
促
す
た
め
の
企
業
説
明

会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（※４）



特集：若者が帰ってきたくなる地域づくり特集：若者が帰ってきたくなる地域づくり

I-Port
～飯田を拠点に全国へ、世界へ挑戦する経営者を応援する～

◎問い合わせ／金融政策課　内線４８８０

開港式の様子

z財貨循環の構築に貢献するビジネスモデルを創出
z既存商品・サービスの高付加価値化
z必要な資源（企業・個人・モノ）とのマッチング、地域資源の活用
z経営資源と信用力の補完

z八十二銀行　z飯田信用金庫　z長野銀行　z長野県信用組合
zＪＡみなみ信州　z長野県信用保証協会　z日本政策金融公庫
zＪＥＴＲＯ長野　z中部経済連合会
z一般財団法人浅間リサーチエクステンションセンターＡＲＥＣ
z南信州・飯田産業センター　z飯田商工会議所
z長野県南信州地域振興局　z飯田市各部局

支援機関

申請者と１４の支援機関が１つのテーブルに集まり議論・検討

共創の場共創の場共創の場共創の場

飯田を拠点に、全国や世界を見据えた
新事業創出を支援する

新事業を検討する
中小企業者

起業を考える人

ビジネスアイデア・
課題の持ち込み

I-Port

人口維持に欠かせないのが雇用の創出、つまり産業振興や起業支援です。
人口減少が進行する中にあって、リニア中央新幹線や三遠南信自動車道の開通による大きな環境変
化も重なり、飯田市内の中小企業や起業家の皆さんは、時代の変化に対応するための新たなビジネス
モデルの創出や、商品・サービスの高付加価値化を迫られています。
今年９月に発足した「Ｉ－Ｐｏｒｔ（新事業創出支援協議会）」は、これまで個別に支援窓口を設置し

ていた市内外１４の支援機関が連携し、オール飯田で、「新しい事業に挑戦したい」「飯田を拠点に全国
へ、世界へ挑戦したい」と考えている方々を支援する枠組みです。
申請者と支援機関が「共創の場」を形成して、人のつながりや物的な資源を効果的にマッチングさせ
て計画を具体化するとともに、地域資源の有効活用も考慮しつつ、販売する商品・サービスや申請者ご
本人の魅力の発信もお手伝いする計画です。
飯田を拠点に、全国や世界で活躍できる「港」を整えて、
組織の枠を取り払って産業振興を推進します。起業家だけで
なく、すでに長く事業をされている方でもご利用いただけま
す。Ｉ－Ｐｏｒｔは、一度は飯田を離れても、帰ってきてビジ
ネスがしたいという方を応援します。詳細はお取引のある金
融機関や市金融政策課に、お気軽に問い合わせください。

２０１7.１１.１［広報いいだ］5
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堂々と勇壮に舞う東鼎獅子舞保存会
の獅子

スタートの様子（今宮野球場） 顕彰を受けた企業の皆さん

春草作品を見入る来訪者たち

おはぎや豚汁などが振る舞われた収穫祭

オープニングセレモニーで挨拶する笹本さん

ピカピカの獅子頭(東鼎獅子舞保存会)

10月9日、第６３回風越登山マラソン大会が開催
されました。距離12.4キロ、高低差920メートルの
超過酷な白山社コースをはじめとした５つのコース
に563人が挑み、健脚を競い合いました。　

長寿企業顕彰式典が１０月２日に行われました。
長期にわたって事業を継続している企業を顕彰し、
今後の地域経済のさらなる発展につなげることを目
的として、１４の企業を顕彰しました。

10月15日、南信州獅子舞フェス
ティバルが開催されました。あいにく
の雨模様となった当日は、会場を飯田
市公民館に変更して20団体による獅
子舞などが披露されました。
昨年１０月、地元の文化祭で初めて
舞いを披露し、獅子舞フェスティバル
初出場となった東鼎獅子舞保存会を
はじめ、立ち見や通路での観覧者が
多数出るほどの大観衆のステージ
で、堂々の舞いを披露しました。

飯田市美術博物館で9月30日、飯田
市仲ノ町出身の日本画家「菱田春草」
の作品や関連資料からなる常設展示
がスタートしました。
近年、春草のご遺族から、たくさんの

スケッチや未完成作品などを、飯田市
へ寄託・寄贈いただき、念願であった常
設展示が実現しました。常設展示初日
に行われたオープニングセレモニーに
は、春草の孫、笹本千草さん（東京都）
もご出席されました。

日本の棚田百選に選ばれている千代のよこね田ん
ぼで１０月１日、稲刈り体験と収穫祭が行われました。
作業に参加したのは千代地区内外から集まった約150
人。作業後の収穫祭では千代地区の食材による料理
が振る舞われました。

子どもたちも鎌を手に稲刈りに励む

勇壮な演舞の競演

稲刈り体験と収穫祭

第10回南信州獅子舞フェスティバル飯田市美術博物館

千代よこね田んぼ
第63回風越登山マラソン大会
過酷なコースに挑む

長寿企業顕彰式典
１４の企業を顕彰

菱田春草常設展示を開始
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市立病院　放射線治療科
武井一喜  医師

放
射
線
治
療
装
置
が
新
し
く
な
り
ま
す

先月の 筒井克政さん（上郷）からのリレー

Έ

͡
ま


͢
͓

宮
島
保
雄
さ
ん
（
上
郷
）

そ
の 

１５４

A
V
I
A
M
A
総
会
の
飯
田
開
催
に
向
け
て

９
月
２２
日
、２３
日
に
フ
ラ

ン
ス
の
シ
ャ
ル
ル
ヴ
ィ
ル・メ

ジ
ェ
ー
ル
市
で
開
催
さ
れ
た

A
V
I
A
M
A（
人
形
劇
の

友・友
好
都
市
国
際
協
会
）総

会
に
出
席
し
ま
し
た
。総
会

の
冒
頭
、ル
ド
ゥ
ー
会
長
か
ら

「
世
界
中
に
存
在
し
伝
統
と

未
来
を
つ
な
ぐ
人
形
劇
文
化

を
地
方
政
府
が
支
援
す
る
体

制
を
整
え
る
」と
い
う
当
会
の

理
念
が
再
確
認
さ
れ
、当
会

が
創
設
期
か
ら
新
た
な
段
階

に
入
る
た
め
に
は
加
盟
都
市

の
拡
大
と
組
織
づ
く
り
を
進

め
る
必
要
が
あ
り
、来
年
の

飯
田
総
会
に
期
待
す
る
旨
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
い
さ
つ
の
背
景
に

は
、本
総
会
で
モ
ス
ク
ワ
市
の

加
盟
が
認
め
ら
れ
、当
会
参

加
都
市
は
１６
に
な
り
ま
し
た

が
、そ
の
大
半
が
欧
州
か
仏

語
圏（
ア
フ
リ
カ
マ
リ
の
セ

グ
州
、カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク

州
）に
あ
る
一
方
、ア
ジ
ア
か

ら
の
参
加
は
飯
田
市
の
み
と

い
う
状
況
が
あ
り
ま
す
。

幸
い
、本
総
会
に
お
け
る

飯
田
市
の
次
期
開
催
に
向
け

た
プ
レ
ゼ
ン
は
好
評
で
し
た

し
、こ
れ
ま
で
の
人
形
劇
を

通
し
た
飯
田
と
の
繋
が
り
か

ら
、台
湾
の
雲
林
県
や
高
雄

市
、韓
国
の
春
川
市
な
ど
か

ら
は
飯
田
総
会
参
加
の
意
向

を
既
に
受
け
て
い
ま
す
。

当
方
と
し
て
も
、来
年
の

総
会
を「
小
さ
な
世
界
都
市
」

実
現
に
向
け
た
新
た
な
一
歩

と
位
置
付
け
、国
内
あ
る
い

は
ア
ジ
ア
圏
内
の「
お
仲
間
」

を
で
き
る
限
り
増
や
し
て

A
V
I
A
M
A
を
盛
り
上
げ

て
い
け
れ
ば
、と
考
え
て
い
ま

す
。

８
月
下
旬
に
挨
拶
運
動
に
参
加
し
ま
し

た
。登
校
す
る
子
ど
も
に「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
」と
挨
拶
を
す
る
と
、恥
ず
か
し
そ

う
に
小
さ
な
声
で「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」と
返
し
て
く
れ
る
子
ど
も
や
、大
き
な

声
で
返
し
て
く
れ
る
子
ど
も
、中
に
は「
お

じ
さ
ん
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」と
励
ま
し
て

く
れ
る
子
ど
も
も
何
人
か
い
ま
し
た
。

昨
今
子
ど
も
が
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る

こ
と
が
多
く
生
じ
て
い
ま
す
。そ
れ
で
学
校

で
は
見
知
ら
ぬ
人
に
声
を
掛
け
ら
れ
て
も

返
事
を
し
な
い
、つ
い
て
行
か
な
い
よ
う
指

導
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
当
然
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。し
か
し
お
互
い
挨
拶
を
す
る
こ

と
で
心
が
通
じ
合
え
る
こ
と
も
事
実
で

す
。少
な
く
と
も
地
域
の
人
た
ち
と
は
挨

拶
を
交
わ
し
た
い
も
の
で
す
。子
ど
も
た
ち

と
挨
拶
を
し
た
こ
と
で
、清
々
し
い
気
持
ち

と
、感
動
し
た
１
日
で
し
た
。

はたなか あゆか

畠中歩花 さん
（上郷小６年）

私の将来の夢は、看護師になることで
す。なりたい理由は、私が入院した時に、
看護師さんが優しくしてくれたことや、手
術前や病室でてきぱきと仕事をしている姿
を見て、すごいなぁと思い、私もそうなり
たいと思ったからです。
でも、私は知らない人と話すのが苦手なので、話す力を身に
付けたいです。入院中に話しかけてもらって、元気や勇気をも
らいました。私もいつか、そんな優しい看護師になって、多く
の患者さんを支えたいです。

～ 大学生からのメッセ
ージ ～

～ 大学生からのメッセ
ージ ～学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田

８月１７日から４日間、フィールドスタ
ディに参加させていただきました。今回
のテーマは「飯田の文化が市民のアイ
デンティティ形成にどう影響するか」と
いう少し難しいものでした。
中山間地域の遠山郷と千代地区を訪

れ、霜月祭りや旧木沢小学校のお話を
お聞きし、よこね田んぼの見学をし、暮
らしや文化について学びました。特に、
霜月祭りの「野郎会」の方に伺った、若
者世代の文化継承のお話では、次世代
を担う方の率直で熱い思いを知ること
ができたことが心に残っています。全体
を通し印象的だったのは、市民の方々が
これらの活動を愛し、「楽しむ」ことを第
一にされていたことです。いつでも楽し
むことを忘れない、そんな市民の方々の
精神がとても素敵だと思いました。
また、今回は他大学と合同で行われ、
そのことも良い学びとなりました。
人の思いから多くを学び、私自身の知
識や経験がより深まったように思いま
す。今後に大いに繋がる貴重な４日間で
した。

グループワークの様子

飯田の文化と人々から
学んだこと

宮坂 優里
静岡文化芸術大学文化政策学部２年

（長野市出身）
みやさか ゆり

No.５１



２０１7.１１.１［広報いいだ］9

市 

長

　牧
野
光
朗

役に立つ人になる

感
動
し
た
こ
と


Ӄ
Ͱ

ỏ
ݱ

ʹ
Ҡ
స
৽

ங
し
た
̍
̕
̕
̏

か
Β
ỏ
์

ࣹ
ઢ
࣏
ྍ
Λ
ߦ
ỳ
ͯ
い
·
͢
Ố

̎
̌
̌
̒

ʹ


ஔ
Λ
ߋ
৽

し
ỏ
こ
Ε
·
Ͱ
ʹ
̑
̏
̌
̌
ਓ

Ҏ
্
の
ױ
ऀ
͞
Μ
ʹ
࣏
ྍ
Λ
ߦ

ỳ
ͯ
͖
·
し
た
Ố
し
か
し
ỏ
࣏

ྍ

ஔ
ɾ
ٕ
ज़
の
ਐ
า

ٸ


Ͱ
͢
Ố
ݱ
ࡏ
の
ࢪ
ઃ
Ͱ

ỏ
こ

Ε
か
Β
の
৽
ٕ
ज़
ʹ
ର
Ԡ
し
た

࣏
ྍ

ࠔ

ͳ
た
Ί
ỏ
৽
た
ʹ

࣏
ྍ
౩
Λ
৽
ங
し
ỏ
࠷
৽
ܕ
の

࣏
ྍ

ஔ
ớ
Ϧ
χ
Ξ
ỽ
Ϋ
Ờ
Λ

ಋ
ೖ
͢
Δ
こ
と
ʹ
ͳ
り
·
し
た
Ố

৽
た
ͳ
์
ࣹ
ઢ
࣏
ྍ

ஔ

ỏ

Ұ
ݴ
Ͱ
い
え

ߴ
ਫ਼

࣏
ྍ


ஔ
Ͱ
͢
Ố
์
ࣹ
ઢ
࣏
ྍ

ỏ
์

ࣹ
ઢ
ớ
Ϧ
χ
Ξ
ỽ
Ϋ
Ͱ

9
ઢ

·
た

ి
ࢠ
ઢ
Ờ
Λ
ප

෦
ʹ


ͯ
Δ
Θ
͚
Ͱ
͢
͕
ỏ
ݺ
ٵ
ͳ

Ͳ
の
ମ
の
ಈ
͖

์
ࣹ
ઢ
ࣗ
ମ

の
ઢ
ྔ


の
た
Ί
ʹ
ỏ
प
ล

ଁ
ث
ʹ
Ͳ
う
し
ͯ
も
か
か
ỳ
ͯ

し
·
い
·
͢
Ố
ͦ
の
た
Ί
ʹ
ਖ਼

ৗ
ଁ
ث
の
ো

͕


と
ͳ
り
ỏ

か
͚
Β
Ε
Δ
ઢ
ྔ

ݶ
ք
͕
Ͱ

͖
ͯ
し
·
い
·
͢
Ố
ߴ
ਫ਼

֎

র
ࣹ
Ͱ

ỏ
ઢ
ྔ
の
ू
த
ੑ
Λ

্
͛
Δ
こ
と
ʹ
Α
り
ỏ
ज
ᙾ


の
ઢ
ྔ
Λ
ݮ
Β
͞
ͣ
ớ
·
た


૿

し
ͯ
Ờỏ
प
ล
の
ਖ਼
ৗ
ଁ

ث

の
ઢ
ྔ
Λ
ݮ
Β
͢
こ
と
Ͱ

࣏
ྍ
ޮ
Ռ
Λ
্
͛
ͯ
ỏ
෭
࡞
༻

Λ
ݮ
Β
͢
こ
と
͕
Մ

と
ͳ
り

·
͢
Ố

࣮
ࡍ
ʹ
ỏ
ਫ਼

Λ
্
͛
Δ
た

Ί
ʹ

ỏ
࣏
ྍ

ஔ
の
ग़
ͤ
Δ

Ϗ
ồ
Ϝ
の
Τ
ω
ϧ
Ϊ
ồ
の
छ
ྨ

Λ
૿

し
ỏ
র
ࣹ
の
ํ

も
ݱ

ࡏ
Α
り
も
ଟ
͘
͢
Δ
こ
と
͕
ඞ

ཁ
Ͱ
͢
Ố
র
ࣹ
の
ࡍ
ʹ
も
ỏ
ױ

ऀ
͞
Μ
の
࣏
ྍ
࢟

Λ
ຖ
ճ
ϛ

Ϧ
୯
Ґ
Ͱ
ಉ
じ
ʹ
͢
Δ
ỏ
ຖ
ճ

র
ࣹ
͢
Δ
෦
Ґ
͕
ਖ਼
֬
ʹ
߹
ỳ

ͯ
い
Δ
か
9
ઢ
Ͱ
֬
ೝ
͢
Δ
ͳ

Ͳ
ỏ
Ϋ
Ϧ
Ξ
し
ͳ
͚
Ε

い
͚

ͳ
い
こ
と
͕
た
͘
͞
Μ
あ
り
·

͢
Ố
こ
Ε
Β

Ұ
ਓ
の
܇
࿅
の

Έ
Ͱ
ͳ
͘
ỏ
࣏
ྍ
ٕ
ࢣ
ỏớ
͕

Μ
์
ࣹ
ઢ
ྍ
๏
の
Ờ
ೝ
ఆ

ޢ

ࢣ
ỏ
࣏
ྍ
ҩ
ࢣ
ͳ
Ͳ
ଟ
͘
の
৬

छ
の
ྗ
Λ
߹
Θ
ͤ
ͯ
Մ

と
ͳ

Δ
も
の
Ͱ
͢
Ố
ط
ʹ
ݚ
म
ʹ
も

ࢀ
Ճ
し
ͯ
お
り
ỏ
ݸ
ʑ
の
ε
Ω

ϧ
Ξ
ỽ
ϓ
Λ
ਤ
り
ỏ
ૣ
͘
こ
の

৽
し
い
࣏
ྍ
Λ
ඞ
ཁ
と
͢
Δ
ױ

ऀ
͞
Μ
ʹ
ಧ
͚
た
い
と

ʑ
ྭ

Μ
Ͱ
い
·
͢
Ố

市立病院　放射線治療科
武井一喜  医師

放
射
線
治
療
装
置
が
新
し
く
な
り
ま
す

先月の 筒井克政さん（上郷）からのリレー

Έ

͡
ま


͢
͓

宮
島
保
雄
さ
ん
（
上
郷
）

そ
の 

１５４

A
V
I
A
M
A
総
会
の
飯
田
開
催
に
向
け
て

９
月
２２
日
、２３
日
に
フ
ラ

ン
ス
の
シ
ャ
ル
ル
ヴ
ィ
ル・メ

ジ
ェ
ー
ル
市
で
開
催
さ
れ
た

A
V
I
A
M
A（
人
形
劇
の

友・友
好
都
市
国
際
協
会
）総

会
に
出
席
し
ま
し
た
。総
会

の
冒
頭
、ル
ド
ゥ
ー
会
長
か
ら

「
世
界
中
に
存
在
し
伝
統
と

未
来
を
つ
な
ぐ
人
形
劇
文
化

を
地
方
政
府
が
支
援
す
る
体

制
を
整
え
る
」と
い
う
当
会
の

理
念
が
再
確
認
さ
れ
、当
会

が
創
設
期
か
ら
新
た
な
段
階

に
入
る
た
め
に
は
加
盟
都
市

の
拡
大
と
組
織
づ
く
り
を
進

め
る
必
要
が
あ
り
、来
年
の

飯
田
総
会
に
期
待
す
る
旨
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
い
さ
つ
の
背
景
に

は
、本
総
会
で
モ
ス
ク
ワ
市
の

加
盟
が
認
め
ら
れ
、当
会
参

加
都
市
は
１６
に
な
り
ま
し
た

が
、そ
の
大
半
が
欧
州
か
仏

語
圏（
ア
フ
リ
カ
マ
リ
の
セ

グ
州
、カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク

州
）に
あ
る
一
方
、ア
ジ
ア
か

ら
の
参
加
は
飯
田
市
の
み
と

い
う
状
況
が
あ
り
ま
す
。

幸
い
、本
総
会
に
お
け
る

飯
田
市
の
次
期
開
催
に
向
け

た
プ
レ
ゼ
ン
は
好
評
で
し
た

し
、こ
れ
ま
で
の
人
形
劇
を

通
し
た
飯
田
と
の
繋
が
り
か

ら
、台
湾
の
雲
林
県
や
高
雄

市
、韓
国
の
春
川
市
な
ど
か

ら
は
飯
田
総
会
参
加
の
意
向

を
既
に
受
け
て
い
ま
す
。

当
方
と
し
て
も
、来
年
の

総
会
を「
小
さ
な
世
界
都
市
」

実
現
に
向
け
た
新
た
な
一
歩

と
位
置
付
け
、国
内
あ
る
い

は
ア
ジ
ア
圏
内
の「
お
仲
間
」

を
で
き
る
限
り
増
や
し
て

A
V
I
A
M
A
を
盛
り
上
げ

て
い
け
れ
ば
、と
考
え
て
い
ま

す
。

８
月
下
旬
に
挨
拶
運
動
に
参
加
し
ま
し

た
。登
校
す
る
子
ど
も
に「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
」と
挨
拶
を
す
る
と
、恥
ず
か
し
そ

う
に
小
さ
な
声
で「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」と
返
し
て
く
れ
る
子
ど
も
や
、大
き
な

声
で
返
し
て
く
れ
る
子
ど
も
、中
に
は「
お

じ
さ
ん
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」と
励
ま
し
て

く
れ
る
子
ど
も
も
何
人
か
い
ま
し
た
。

昨
今
子
ど
も
が
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る

こ
と
が
多
く
生
じ
て
い
ま
す
。そ
れ
で
学
校

で
は
見
知
ら
ぬ
人
に
声
を
掛
け
ら
れ
て
も

返
事
を
し
な
い
、つ
い
て
行
か
な
い
よ
う
指

導
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
当
然
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。し
か
し
お
互
い
挨
拶
を
す
る
こ

と
で
心
が
通
じ
合
え
る
こ
と
も
事
実
で

す
。少
な
く
と
も
地
域
の
人
た
ち
と
は
挨

拶
を
交
わ
し
た
い
も
の
で
す
。子
ど
も
た
ち

と
挨
拶
を
し
た
こ
と
で
、清
々
し
い
気
持
ち

と
、感
動
し
た
１
日
で
し
た
。

はたなか あゆか

畠中歩花 さん
（上郷小６年）

私の将来の夢は、看護師になることで
す。なりたい理由は、私が入院した時に、
看護師さんが優しくしてくれたことや、手
術前や病室でてきぱきと仕事をしている姿
を見て、すごいなぁと思い、私もそうなり
たいと思ったからです。
でも、私は知らない人と話すのが苦手なので、話す力を身に
付けたいです。入院中に話しかけてもらって、元気や勇気をも
らいました。私もいつか、そんな優しい看護師になって、多く
の患者さんを支えたいです。

～ 大学生からのメッセ
ージ ～

～ 大学生からのメッセ
ージ ～学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田

８月１７日から４日間、フィールドスタ
ディに参加させていただきました。今回
のテーマは「飯田の文化が市民のアイ
デンティティ形成にどう影響するか」と
いう少し難しいものでした。
中山間地域の遠山郷と千代地区を訪

れ、霜月祭りや旧木沢小学校のお話を
お聞きし、よこね田んぼの見学をし、暮
らしや文化について学びました。特に、
霜月祭りの「野郎会」の方に伺った、若
者世代の文化継承のお話では、次世代
を担う方の率直で熱い思いを知ること
ができたことが心に残っています。全体
を通し印象的だったのは、市民の方々が
これらの活動を愛し、「楽しむ」ことを第
一にされていたことです。いつでも楽し
むことを忘れない、そんな市民の方々の
精神がとても素敵だと思いました。
また、今回は他大学と合同で行われ、
そのことも良い学びとなりました。
人の思いから多くを学び、私自身の知

識や経験がより深まったように思いま
す。今後に大いに繋がる貴重な４日間で
した。

グループワークの様子

飯田の文化と人々から
学んだこと

宮坂 優里
静岡文化芸術大学文化政策学部２年

（長野市出身）
みやさか ゆり
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平成２９年度 市政功労者表彰市政功労者表彰
市政の各分野で顕著な功績のあった個人や団体を表彰する

市政功労者表彰式を１０月２日に行い、市長から表彰状、感謝状を贈りました。

（当日の式典にご出席いただいた皆さん）

表彰状を受賞された皆さま

感謝状を受賞された皆さま
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▲受賞者を代表して謝辞を述べられる菅沼雅治さん

※敬称略、順不同表彰状を受賞された皆さま

感謝状を受賞された皆さま ※敬称略、順不同

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…

…
…
…
…
…
…
…
…

近藤真子
岡庭俊行
澤康仁

中島正文
仲田俊史
長沼　豊
林　髙功
池田延史
金子英明
林　和彦

教育委員会の委員を永く務められた
農業委員会の委員を永く務められた
農業委員会の委員を永く務められた
農業委員会の委員を永く務められた
農業委員会の委員を永く務められた
農業委員会の委員を永く務められた
農業委員会の委員を永く務められた
丸山地域協議会の委員を永く務められた
橋北地域協議会の委員を永く務められた
東野地域協議会の委員を永く務められた

村信子
宮澤典子
木下幸彦
関島真治
田中千勝
松島タセ子
菅沼雅治
中島たせ子
大藏　実
三石秀樹

男女共同参画推進委員会の委員を永く務められた
スポーツ推進委員を永く務められた
スポーツ推進委員を永く務められた
スポーツ推進委員を永く務められた
スポーツ推進委員を永く務められた
図書館協議会の委員を永く務められた
東野財産区の管理委員を永く務められた
消費者問題協議会の委員を永く務められた
産業振興審議会の委員を永く務められた
産業振興審議会の委員を永く務められた

堀口美鈴

矢野秀実
和田　浩
原 　 修
川井満章
大鹿和完
市瀬計彦
長瀬　圭
今牧　進

防災会議の委員を永く務められた
消防委員会の委員を永く務められた
学校医を永く務められた
学校医を永く務められた
学校医を永く務められた
学校歯科医を永く務められた
学校歯科医を永く務められた
学校歯科医を永く務められた
学校歯科医を永く務められた
学校薬剤師を永く務められた

株式会社飯田ケーブルテレビ……教育振興のため書籍を寄附された
飯田東中学校創立７０周年記念事業実行委員会……教育環境充実のため教育設備を寄附された
飯田東中学校りんご並木後援会……りんご並木振興のため記念碑を寄附された
岩崎　愈……観光施設の環境整備のため修繕費を寄附された

教育振興のため育英資金として多額の寄附をされた
とけい塔整備のため多額の寄附をされた

国際ソロプチミスト飯田……とけい塔整備のため多額の寄附をされた
笹本千草……文化振興のため絵画等を寄附された
関島良輔……文化振興のため歴史的資料を寄附された
中村　元……文化振興のため絵画を寄附された
野原産業株式会社……教育振興のため育英資金として多額の寄附をされた
原　 正……文化振興のため絵画を寄附された
原田輝雄顕彰委員会……教育振興のため書籍および多額の寄附をされた
特定非営利活動法人飯伊学生防犯対策支援協会……防犯対策向上のため防犯教材を寄附された
横田盛 ……多文化共生推進のため多額の寄附をされた
綿半ホールディングス株式会社……教育振興のため育英資金として多額の寄附をされた
宮﨑栄治……橋北まちづくり委員会会長を務められた
佐々木祥二……羽場まちづくり委員会会長を務められた
北原三三……座光寺地域自治会会長を務められた
平沢英彦……下久堅地区まちづくり委員会会長を務められた
塩沢一志……上久堅地区まちづくり委員会会長を務められた
熊谷和美……竜丘地域自治会会長を務められた
川武夫……川路まちづくり委員会会長を務められた

原　征雄……三穂まちづくり委員会会長を務められた
中島雄三……山本地域づくり委員会会長を務められた
橋部秀夫……伊賀良まちづくり協議会会長を務められた
玉置洋一……南信濃まちづくり委員会会長を務められた
飯伊地区包括医療協議会……長年に亘り地域医療制度の拡充に努められた
吉川 夫……長年に亘り地域の産業振興に尽力された

木下長志……

２０１7.１１.１［広報いいだ］11



ローンセンター名古熊
70120-841-160

●広報いいだ　6月

営業時間●平日11：00～19：00、土・日9：00～17：00
休 業 日●土・日以外の祝日、8月13日～16日、年末年始飯田市鼎名古熊2514-1（しんきん名古熊支店建物内）※キッズルーム完備

第2・第4日曜日（要予約）
各種ご相談も承ります

年金相談 平日は夜7時まで営業 土・日も営業いたします

しんきんローンセンターは、各種ローンの専門店です。現在しんきんとお取引のない方もお気軽にお立ち寄りください。
住宅建設業のみなさまもお気軽にご相談ください。

ローンのことなら何でもご相談ください
しんきんは、多彩な商品、サービスで、あなたの生活を力強く応援します
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１１
月
１９
日
は

「
い
い
育
児
の
日
」

　
「
い
い
育
児
の
日
」
は
、
家

族
や
家
庭
を
大
切
に
す
る
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
や
、
子
ど
も
の
成

長
と
子
育
て
を
社
会
全
体
で
応

援
す
る
機
運
を
高
め
る
た
め
、

今
年
か
ら
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
１１
月
１９
日
㈰
の
「
い

い
育
児
の
日
」
を
中
心
に
、
期

間
中
、
県
内
各
地
で
親
子
で
一

緒
に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
期
間

　
１１
月
１２
日
㈰
〜
２５
日
㈯

▼
内
容

詳
細
は
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　▼
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課

　
こ
ど
も
家
庭
応
援
セ
ン
タ
ー

　
内
線
５
３
４
６

長
野
県
　
い
い
育
児
の
日

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー

　
毎
日
楽
し
く
生
活
す
る
た
め

に
は
、
本
当
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
で
す
。

ワ
ー
ク
と
は
？
ラ
イ
フ
と
は
？

そ
し
て
そ
の
バ
ラ
ン
ス
と
は
？

皆
さ
ん
が
抱
え
て
い
る
疑
問
を

解
決
す
る
ヒ
ン
ト
が
き
っ
と
見

つ
か
り
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。

▼
日
時

　
１１
月
２５
日
㈯

　
午
前
１０
時
〜
１１
時
４０
分

▼
場
所

　
飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
演
題

人
生
を
幸
せ
に
す
る
真
の
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

と
は
〜
生
活
の
充
実
を
目
指

し
た
仕
事
の
充
実
〜

▼
講
師

柳
瀬
智と

し

雄お

さ
ん

（
㈱
ビ
ズ
パ
ワ
ー
ズ
、
中
小

企
業
診
断
士
、
人
材
育
成
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

▼
申
込
方
法

子
育
て
支
援
課
（
り
ん
ご
庁

舎
）
へ
お
電
話
い
た
だ
く
か
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
イ
ベ
ン

ト
情
報
・
講
演
会
か
ら
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切　
１１
月
２１
日
㈫

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課

　
こ
ど
も
家
庭
応
援
セ
ン
タ
ー

　
内
線
５
３
４
６

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

６５
歳
以
上
の
方
の
肺
炎
球

菌
予
防
接
種
の
費
用
助
成

　
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
は
お

済
み
で
す
か
。
６５
歳
以
上
の
方

は
、
対
象
期
間
内
で
あ
れ
ば
費

用
の
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

期
間
を
過
ぎ
て
し
ま
う
と
全
額

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
期
間

　
平
成
３１
年
２
月
末
日
ま
で

▼
自
己
負
担
額　
４
０
０
０
円

※
過
去
に
高
齢
者
肺
炎
球
菌
の

予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
方
は
、
助
成
を
受
け
た

か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
助

成
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※
予
診
票
は
既
に
送
付
済
で
す

が
、
紛
失
な
ど
で
お
持
ち
で

な
い
方
は
再
発
行
し
ま
す
の

で
、
保
健
課
窓
口
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課　
健
康
推
進
係

　
内
線
５
５
１
３

り
ん
ご
並
木

収
穫
を
祝
う
会

　
飯
田
東
中
学
校
の
生
徒
と
共

に
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
り
ん
ご

の
収
穫
作
業
な
ど
を
行
っ
て
い

た
だ
き
、
収
穫
を
祝
い
ま
す
。

作
業
が
初
め
て
の
方
も
大
歓
迎

で
す
。
楽
し
み
な
が
ら
収
穫
の

喜
び
を
分
ち
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

　
１１
月
２０
日
㈪

　
午
後
２
時
２０
分
〜
４
時

▼
場
所

り
ん
ご
並
木
、
り
ん
ご
並
木

の
エ
コ
ハ
ウ
ス
前

▼
問
い
合
わ
せ

○
学
校
教
育
課

　
内
線
３
７
１
４

○
飯
田
東
中
学
校

☎
０
２
６
５（
２
２
）０
４
８
０
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飯
田
ユ
ネ
ス
コ
協
会
主
催

地
域
文
化
財
見
学
会

　
昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目
の

見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
満
蒙
開
拓
平
和
記

念
館
や
、
残
留
孤
児
の
父
と
い

わ
れ
た
山
本
慈じ

昭し
ょ
う

元
住
職
の

寺
「
長
岳
寺
」
を
見
学
し
ま
す
。

日
本
画
家
の
吉
川
優
さ
ん
に
よ

る
本
堂
の
ふ
す
ま
絵
も
見
学
し

ま
す
。

▼
日
時

　
１１
月
２９
日
㈬

　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

▼
集
合
時
間
・
場
所

　
午
前
８
時
５０
分

　
市
役
所
Ａ
棟
（
箕
瀬
側
）

　
駐
車
場

▼
参
加
費

８
０
０
円
（
入
館
料
、
拝
観

料
、
保
険
料
）

▼
定
員

　
２０
人
程
度
（
先
着
順
）

▼
申
込
締
切

　
１１
月
２０
日
㈪

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

※
参
加
者
に
は
後
日
詳
細
を
ご

連
絡
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

地
育
力
向
上
係

内
線
３
７
４
５

女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動

　
暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別

や
、
加
害
者
と
被
害
者
と
の
間

柄
を
問
わ
ず
、
決
し
て
許
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
特
に
、
女
性
に
対
す
る
配
偶

者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、

売
買
春
、
人
身
取
引
、
セ
ク
シ

ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト

ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
暴
力
は
、

女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す

る
も
の
で
、
男
女
共
同
参
画
社

会
を
形
成
し
て
い
く
上
で
克
服

す
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

　
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
根
底

に
は
、
女
性
の
人
権
の
軽
視
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
日
頃
か
ら
、

家
庭
、
地
域
、
職
場
で
、
全
て

の
人
の
人
権
を
尊
重
す
る
風
土

を
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
話

し
合
い
ま
し
ょ
う
。

▼「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な

く
す
運
動
」
期
間

　
１１
月
１２
日
㈰
〜
２５
日
㈯

▼
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃

　

国
際
日

　
１１
月
２５
日
㈯

▼
問
い
合
わ
せ

　
男
女
共
同
参
画
課

☎
０
２
６
５（
２
２
）４
５
６
０

犯
罪
被
害
者
週
間

　
犯
罪
被
害
者
な
ど
が
置
か
れ

て
い
る
状
況
や
、
犯
罪
被
害
者

な
ど
の
名
誉
ま
た
は
生
活
の
平

穏
へ
の
配
慮
の
重
要
性
な
ど
に

つ
い
て
、
国
民
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
啓
発
活
動
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

▼
期
間

　
１１
月
２５
日
㈯
〜
１２
月
１
日
㈮

▼
実
施
体
制

内
閣
府
、
警
察
庁
、
総
務
省
、

法
務
省
、
文
部
科
学
省
、
厚

生
労
働
省
、
お
よ
び
国
土
交

通
省
な
ど
の
関
係
省
庁
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
男
女
共
同
参
画
課

☎
０
２
６
５（
２
２
）４
５
６
０

市
議
会
の
傍
聴
に
お
越

し
く
だ
さ
い

　
飯
田
市
議
会
第
４
回
定
例
会

を
開
会
し
ま
す
。

　
市
議
会
で
は
、
条
例
や
予
算

な
ど
の
議
案
、
請
願
、
陳
情
な

ど
が
審
議
さ
れ
ま
す
。
本
会
議
、

委
員
会
と
も
個
人
ま
た
は
団
体

で
自
由
に
傍
聴
い
た
だ
け
ま
す
。

　
市
政
運
営
や
議
会
活
動
の
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
絶
好

の
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
傍
聴

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
事
前
予
約
は
要
り
ま
せ
ん
が
、

団
体
な
ど
大
勢
で
の
傍
聴
の

際
は
、
事
前
に
議
会
事
務
局

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
小
中
学
校
な
ど
の
傍
聴
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
平
成
２９
年
第
４
回
定
例
会
の

主
な
日
程

○
開
会　
１１
月
２８
日
㈫

○
代
表
質
問

　
１２
月
６
日
㈬
・
７
日
㈭

○
一
般
質
問

　
１２
月
７
日
㈭
・
８
日
㈮

○
総
務
委
員
会

　
１２
月
１１
日
㈪

○
社
会
文
教
委
員
会

　
１２
月
１２
日
㈫

○
産
業
建
設
委
員
会

　
１２
月
１３
日
㈬

○
特
別
委
員
会

　
１２
月
１５
日
㈮

○
閉
会

　
１２
月
１９
日
㈫

※
開
会
時
間
な
ど
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
議
会
事
務
局

　
内
線
５
６
１
１
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勤
労
者
の
生
活
安
定
と
福
祉

向
上
の
た
め
、
労
働
金
庫
を
窓

口
に
、
低
金
利
で
融
資
を
あ
っ

せ
ん
し
て
い
ま
す
。

勤
労
者
の
た
め
の
融
資
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

第
２０
回
勤
労
者
ま
つ
り

　
親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ

ご
家
族
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
１１
月
２３
日
㈷

　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

▼
場
所

　
飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
東
栄
町
３
１
０
８
―
１
）

※
会
場
へ
は
、
Ｊ
Ａ
み
ど
り
の

広
場
「
お
よ
り
て
ふ
ぁ
ー

む
」（
鼎
東
鼎
）
か
ら
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

※
内
容
な
ど
詳
細
は
、
勤
労
者

ま
つ
り
の
チ
ラ
シ
、
ま
た
は

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
イ
ベ
ン

ト
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

勤
労
者
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
産
業
振
興
課
内
）

☎
０
２
６
５（
５
３
）６
０
７
８

勤
労
者
ま
つ
り

　
最
近
、
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
放
置

に
対
す
る
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
を
片
付
け
る

こ
と
は
、
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
で

す
。
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

　
尿
を
し
た
場
合
も
迷
惑
に
な

ら
な
い
よ
う
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

　
マ
ナ
ー
が
守
ら
れ
る
、
き
れ

い
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課　
環
境
衛
生
係

　
内
線
５
４
６
２

J
ア
ラ
ー
ト

情
報
伝
達
訓
練
の
実
施

　
武
力
攻
撃
な
ど
が
発
生
し
た

際
に
、
国
か
ら
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を

通
じ
て
送
ら
れ
る
情
報
を
、
さ

ま
ざ
ま
な
伝
達
手
段
に
よ
り
、

確
実
に
市
民
の
皆
さ
ん
へ
伝
え

る
た
め
、
全
国
一
斉
に
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
情
報
伝
達
訓
練
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
当
日
は
、
防
災
行
政
無
線
と

音
声
告
知
端
末
を
通
じ
て
放
送

が
流
れ
ま
す
。

▼
日
時

　
１１
月
１４
日
㈫

　
午
前
１１
時
ご
ろ

▼
放
送
内
容

〇
チ
ャ
イ
ム

〇「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

テ
ス
ト
で
す
。」（
３
回
）

〇「
こ
ち
ら
は
こ
う
ほ
う
い
い

だ
で
す
。」

〇
チ
ャ
イ
ム

※
こ
の
情
報
伝
達
訓
練
は
、
全

国
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
伝

達
手
段
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
メ
ー
ル
配
信

い
い
だ
安
全
安
心
メ
ー
ル
の

送
信
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
危
機
管
理
室　
危
機
管
理
係

　
内
線
２
４
４
０

長
野
県
民
手
帳
の
販
売

　
平
成
３０
年
版
長
野
県
民
手
帳

を
販
売
し
ま
す
。

▼
販
売
期
間

　
１１
月
中
旬
〜
１２
月
２８
日
㈭

▼
場
所

市
民
証
明
コ
ー
ナ
ー
（
り
ん

ご
庁
舎
２
階
）、
各
自
治
振

▼
対
象
者

飯
田
市
に
居
住
し
、
市
税
な

ど
の
未
納
が
な
く
、
保
証
機

関
の
保
証
を
受
け
ら
れ
る
方

▼
資
金
使
途
・
融
資
限
度
額

○
生
活
資
金
（
自
動
車
、
住
宅
、

物
品
購
入
な
ど
）

　
２
０
０
万
円

○
教
育
資
金
（
大
学
・
短
大
・

専
門
学
校
な
ど
に
関
わ
る
入

学
金
・
授
業
料
な
ど
）

　
３
０
０
万
円

▼
貸
付
期
間

　
１０
年
以
内

※
金
利
、
必
要
書
類
な
ど
の
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

長
野
県
労
働
金
庫
飯
田
支
店

☎
０
２
６
５（
４
８
）８
１
８
８

興
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
売
店
、

市
立
病
院
売
店

▼
価
格

　
１
冊
５
０
０
円

　
（
消
費
税
含
む
）

▼
問
い
合
わ
せ

　
総
務
文
書
課　
統
計
係

　
内
線
２
１
１
４

ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
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「
チ
ェ
コ
人
形
劇
の

三
つ
の
顔
」
展

　
独
創
性
と
質
の
高
さ
で
知
ら

れ
る
チ
ェ
コ
の
人
形
劇
。
木
製

人
形
の
芸
術
的
な
造
形
、
貴
重

な
関
連
映
像
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
で
は
子
ど
も
た
ち
が
自
由

に
遊
べ
ま
す
。

▼
日
時

　
１１
月
３
日
㈷
〜
１２
月
１０
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
３０
分

※
入
館
受
付
午
後
６
時
ま
で

※
水
曜
日
休
館

▼
場
所

川
本
人
形
美
術
館

３
階
ス
タ
ジ
オ

世
界
の
人
形
劇

１
０
０
冊
の
本

　
人
形
劇
の
図
書
館
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
よ
り
、
国
内
外
の
人
形
劇

の
専
門
書
か
ら
雑
誌
ま
で
厳
選

し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
関
連
し

た
人
形
や
図
版
資
料
な
ど
も
あ

り
、
人
形
劇
を
通
し
て
世
界
の

文
化
に
触
れ
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時

　
１１
月
１６
日
㈭
〜
１２
月
１９
日
㈫

　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
３０
分

※
入
館
受
付
午
後
６
時
ま
で

※
水
曜
日
休
館

▼
場
所

川
本
人
形
美
術
館

２
階
交
流
ゾ
ー
ン

▼
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
い
だ
人
形
劇

セ
ン
タ
ー

☎
０
５
０（
３
５
８
３
）３
５
９
４

竹
田
人
形
館
ホ
ー
ル

展
示
休
止

　
竹
田
扇
之
助
記
念
国
際
糸
操

り
人
形
館
で
は
、
来
年
１
月
６

日
㈯
に
「
初
春
を
寿こ

と
ほ

ぐ
竹
田
人

形
館
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
上
演
準
備
を
行
う
た
め
、

次
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
展
示

ホ
ー
ル
に
は
雪
ん
子
の
展
示
が

▼
料
金
（
入
館
料
）

○
大
人　
　
　
４
０
０
円

○
小
中
高
生　
２
０
０
円

※
入
館
料
の
み
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

※
小
中
高
生
は
、
い
い
だ
人
形

劇
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７
の
ワ

ッ
ペ
ン
提
示
で
入
館
無
料
と

な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
川
本
人
形
美
術
館

☎
０
２
６
５（
２
３
）３
５
９
４

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
ホ
ー
ル
休
止
期
間

　
１１
月
２１
日
㈫
〜

　
平
成
３０
年
１
月
６
日
㈯

※
竹
田
扇
之
助
記
念
国
際
糸
操

り
人
形
館
は
、
通
常
ど
お
り

開
館
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
竹
田
扇
之
助
記
念
国
際
糸
操

り
人
形
館

☎
０
２
６
５（
２
３
）４
２
２
２

○
飯
田
文
化
会
館

☎
０
２
６
５（
２
３
）３
５
５
２

太
陽
光
発
電
設
備
に
係

る
償
却
資
産
の
申
告

　
太
陽
光
発
電
設
備
は
、
償
却

資
産
（
固
定
資
産
税
）
の
申
告

の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
次
の
「
申
告
が
必
要
と
な

る
場
合
」
に
該
当
す
る
方
は
、

毎
年
１
月
末
ま
で
に
償
却
資
産

申
告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
告
書
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
申
告
が

必
要
と
な
る
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
申
告
が
必
要
と
な
る
場
合

○
法
人
が
太
陽
光
発
電
設
備
を

設
置
し
た
場
合

○
個
人
の
方
が
、
店
舗
や
ア
パ

ー
ト
、
農
業
用
ハ
ウ
ス
な
ど

の
事
業
に
使
用
す
る
た
め
に
、

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し

た
場
合

○
個
人
の
方
が
太
陽
光
発
電
設

備
を
設
置
し
、
そ
の
設
備
を

事
業
用
と
し
て
使
用
し
て
い

る
と
の
判
断
に
あ
た
る
場
合

（
発
電
出
力
１０　

以
上
の
設

備
は
、
売
電
事
業
用
の
資
産

と
な
り
ま
す
の
で
申
告
が
必

要
で
す
。）

※「
事
業
」
と
は
、
一
定
の
目

的
の
た
め
に
一
定
の
行
為
を

継
続
、
反
復
し
て
行
う
こ
と

を
い
い
ま
す
。

※
償
却
資
産
に
つ
い
て
は
、

課
税
標
準
額
の
合
計
が

１
５
０
万
円
未
満
の
場
合
は

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
課
税
さ
れ

な
い
場
合
で
も
、
事
業
を
営

ま
れ
て
い
る
限
り
は
、
償
却

資
産
申
告
書
の
提
出
は
毎
年

必
要
と
な
り
ま
す
。

※
発
電
規
模
や
設
置
時
期
に
よ

っ
て
は
、
課
税
標
準
額
の
特

例
（
３
年
度
分
）
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ

税
務
課　
資
産
税
家
屋
係

内
線
５
１
７
８
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日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

　
南
ア
ル
プ
ス
（
中
央
構
造
線

エ
リ
ア
）
ジ
オ
パ
ー
ク
協
議
会

で
は
、
中
部
圏
で
認
定
さ
れ
て

い
る
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ガ
イ
ド
や

関
係
者
な
ど
が
集
ま
る
「
中
部

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
」
を
遠
山
郷
で

開
催
し
ま
す
。

　
一
般
公
開
の
講
演
会
お
よ
び

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
１１
月
１９
日
㈰

○
開
会
／
午
後
１
時

○
講
演
会
／

　
午
後
１
時
１５
分
〜
１
時
４５
分

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
／
午
後
２
時
〜
３
時

▼
場
所　
上
村
公
民
館

▼
演
題

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
１
０
０
・
人

と
地
域
の
想
い
を
つ
な
ぐ

▼
講
演
会
講
師

　
前
田
有
佳
利
さ
ん

（
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
紹
介
サ
イ

ト
「FootPrints

」
編
集

長
）　

▼
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

藤
井
利り

衣え

子こ

さ
ん

（
前
南
ア
ル
プ
ス
ジ
オ
パ
ー

ク
専
門
員
）

○
パ
ネ
ラ
ー

z
玉
置
洋
一
さ
ん
（
前
南
信
濃

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
会
長
）

z
清
水
陽
一
さ
ん
（
伊
那
市
地

域
お
こ
し
協
力
隊
）

z
平
林
啓
作
さ
ん
（
富
士
見
町

ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
再
生
会
議
・

委
員
監
視
員
）

z
川
本
佑
作
さ
ん
（
大
鹿
村
集

落
支
援
員
）

○
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

　
前
田
有
佳
利
さ
ん

▼
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課　
環
境
保
全
係

　
内
線
５
４
６
３

里
親
（
家
庭
養
護
）

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
家
庭
養
護
（
里
親
な
ど
）
の

推
進
を
図
る
た
め
、
長
野
県
児

童
相
談
所
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー

主
催
の「
里
親
（
家
庭
養
護
）

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜
こ
ど
も
た

ち
の
幸
せ
の
た
め
に
〜
」
を
飯

田
市
と
駒
ケ
根
市
の
２
会
場
で

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

○
１１
月
２６
日
㈰

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

飯
田
市
役
所
C
棟
３
階

Ｃ
３
１
１
・
３
１
２
会
議
室

○
１２
月
３
日
㈰

　
午
前
１０
時
〜
正
午

駒
ヶ
根
市
市
民
交
流
活
性
化

セ
ン
タ
ー

▼
内
容

里
親
制
度
の
説
明
、
里
親
体

験
談
、
映
像
視
聴

▼
申
込
方
法

氏
名
、
連
絡
先
、
希
望
会
場

を
、
電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

▼
申
込
締
切

○
飯
田
会
場　
　
１１
月
２０
日
㈪

○
駒
ヶ
根
会
場　
１１
月
２７
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
野
県
児
童
相
談
所

広
域
支
援
セ
ン
タ
ー

松
本
駐
在

☎
０
２
６
３（
９
１
）３
３
１
０

koiki-shien
@
pref.nagano.lg.jp

第
２６
回
と
き
め
き
出
会

い
パ
ー
テ
ィ
ー

　
婚
活
専
門
講
師
の
お
話
を
聞

い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
高
め
た
後
、
交
流
会
を
行

い
ま
す
。

▼
対
象

　
３０
歳
〜
４５
歳
の
独
身
の
方

※
居
住
地
、
初
婚
・
再
婚
は
問

い
ま
せ
ん
。

▼
日
時

　
１２
月
１０
日
㈰

　
午
後
２
時
〜
６
時
２０
分

▼
場
所

　
マ
リ
エ
ー
ル
飯
田

▼
内
容

婚
活
専
門
講
師
の
講
演
、

交
流
会

▼
参
加
費

　
男
性　
５
０
０
０
円

　
女
性　
３
０
０
０
円

▼
定
員

　
男
性　
２０
人

　
女
性　
２０
人

▼
申
込
方
法

原
則
、
参
加
者
ご
本
人
か
ら

の
電
話
ま
た
は
社
会
福
祉
協

議
会
結
婚
相
談
所
事
務
局
へ

の
来
所
に
よ
り
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　
１１
月
２４
日
㈮

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

て
決
定
、
当
選
結
果
を
全
員

に
通
知
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会　

　
結
婚
相
談
所
事
務
局

☎
０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
２
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道
の
駅
「
遠
山
郷
」

か
ぐ
ら
の
湯
感
謝
祭

　

遠
山
の
う
ま
い
も
の
大
集

合
！
「
遠
山
の
食
」
を
楽
し
め

る
屋
台
ま
つ
り
の
ほ
か
、
地
域

に
伝
承
さ
れ
て
い
る
物
語
の
地

元
劇
団
に
よ
る
人
形
劇
公
演
、

津
軽
三
味
線
演
奏
の
ス
テ
ー
ジ

も
あ
り
、
か
ぐ
ら
の
湯
に
と
っ

て
特
別
な
一
日
と
な
り
ま
す
。

　
遠
山
谷
な
ら
で
は
の
雄
大
な

大
自
然
。
森
林
鉄
道
が
駆
け
抜

け
て
い
た
歴
史
を
現
世
へ
繋
ぐ
、

温
も
り
あ
ふ
れ
る
手
作
り
文
化
。

そ
し
て
現
地
案
内
人
（
と
き
ど

き
猫
校
長
？
）
が
、
皆
さ
ん
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
対
象
者

南
信
州
の
文
化
を
五
感
で
感

じ
た
い
方
、
遠
山
郷
と
の
繋

が
り
を
創
出
・
再
確
認
し
た

い
方

▼
日
時

　
１１
月
１１
日
㈯

　
集
合
／
午
前
７
時
１５
分

　
帰
着
予
定
／
正
午

※
少
雨
決
行

▼
集
合
場
所

梨
元
て
い
し
ゃ
ば
（
南
信
濃

木
沢
４
９
４
―
１
）

▼
内
容

片
道
5.4
㎞
の
森
林
鉄
道
が
走

っ
て
い
た
道
を
、
約
３
時
間

か
け
て
ゆ
っ
く
り
歩
き
ま
す
。

ゴ
ー
ル
後
は
木
沢
小
学
校
で

休
憩
し
ま
す
。

※
ゴ
ー
ル
後
に
は
簡
単
な
軽
食

を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

▼
参
加
費

２
０
０
０
円
（
軽
食
代
、
保

険
料
、
案
内
手
数
料
、
休
憩

所
使
用
料
）

※
当
日
受
付
時
、
現
金
で
集
金

し
ま
す
。

▼
持
ち
物

履
き
慣
れ
た
運
動
靴
、
飲
み

物
、
軽
食
（
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

や
お
に
ぎ
り
な
ど
）、
タ
オ

ル
、
長
ズ
ボ
ン
、
半
袖
、
雨

　
丘
の
ま
ち
プ
チ
バ
ス
プ
ッ
チ

ー
は
、
動
力
部
分
で
あ
る
モ
ー

タ
ー
が
故
障
し
、
修
理
に
要
す

る
期
間
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

今
年
度
の
運
行
（
平
成
３０
年
３

月
末
ま
で
）
を
休
止
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
乗
車
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
お

り
ま
す
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
１１
月
３
日
㈷
に
開
催
し
ま
す

「
第
１１
回
飯
田
丘
の
ま
ち
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、
代

わ
り
の
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
商
業
・
市
街
地
活
性
課

　
内
線
４
５
６
１

▼
期
日

　
１１
月
１１
日
㈯

※
屋
台
ま
つ
り
の
み
１２
日
㈰
も

開
催

▼
場
所　
道
の
駅
「
遠
山
郷
」

▼
時
間
・
内
容

○
午
前
１１
時
〜
午
後
３
時

屋
台
ま
つ
り
（
遠
山
地
鶏
の

串
焼
き
、
ヤ
マ
メ
の
塩
焼
き
、

栗
お
こ
わ
弁
当
、
下
栗
い
も

味
噌
田
楽
な
ど
）

○
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

z
人
形
劇
団
「
遠
山
☆
き
ら

り
」
に
よ
る
人
形
劇
「
ふ
じ

ひ
め
も
の
が
た
り
」

z「
範の

り

亜あ

会か
い

」
に
よ
る
津
軽
三

味
線
と
唄

▼
問
い
合
わ
せ

　
一
般
財
団
法
人

　
飯
田
市
南
信
濃
振
興
公
社

☎
０
２
６
０（
３
４
）１
１
３
１

合
羽
、
リ
ュ
ッ
ク
、
着
替
え
、

参
加
費

※
ス
ト
ッ
ク
の
貸
し
出
し
が
あ

り
ま
す
。
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
定
員　
３０
人
程
度

▼
申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
申
込
締
切

　
１１
月
８
日
㈬

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

上
村
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
内

地
域
お
こ
し
協
力
隊
担
当　

（
藤
木
）

☎
０
２
６
０（
３
６
）２
２
１
１

菱
田
春
草
記
念
室
鑑
賞
会

　
春
草
公
園
を
愛
す
る
会
と
教

育
委
員
会
で
は
、
美
術
博
物
館

の
菱
田
春
草
記
念
室
の
鑑
賞
会

を
開
催
し
ま
す
。
春
草
番
組
の

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
上
映
と
、
学

芸
員
に
よ
る
春
草
作
品
の
解
説

を
行
い
ま
す
。

　
無
料
で
ど
な
た
で
も
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。

▼
日
時

　
１１
月
２５
日
㈯

　
午
後
２
時
〜

※
午
後
１
時
３０
分
か
ら
受
付

▼
場
所

　
美
術
博
物
館

※
受
付
で
鑑
賞
会
参
加
と
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容

○
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　

菱
田
春
草
番
組
上
映　
　
　

○
菱
田
春
草
記
念
室
鑑
賞
会　

z
解
説

槇
村
洋
介

（
美
術
博
物
館
学
芸
員
）

○
春
草
公
園
に
て
新
設
説
明
板

お
披
露
目

▼
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

内
線
３
７
５
３

竜
西
一
貫
水
路
断
水
の

お
知
ら
せ

　
水
路
の
耐
震
補
強
工
事
お
よ

び
機
能
診
断
調
査
の
た
め
、
左

記
の
期
間
、
竜
西
一
貫
水
路
が

断
水
と
な
り
ま
す
。
何
か
と
不

都
合
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
間

　
１１
月
１３
日
㈪
〜

　
平
成
３０
年
３
月
４
日
㈰

▼
問
い
合
わ
せ

　
長
野
県
竜
西
土
地
改
良
区

☎
０
２
６
５（
２
２
）１
６
６
７

丘
の
ま
ち
プ
チ
バ
ス

プ
ッ
チ
ー
の
運
行
休
止

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
森
林

鉄
道
跡
地
を
歩
こ
う
！



［広報いいだ］２０１7.１１.１ 18

○
日
本
政
策
金
融
公
庫

　
伊
那
支
店

☎
０
２
６
５（
７
２
）５
１
９
５

国
の
教
育
ロ
ー
ン

所
得
税
青
色
申
告

決
算
説
明
会

　
飯
田
税
務
署
で
は
、
所
得
税

青
色
申
告
決
算
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

○
営
業
・
不
動
産
所
得
の
あ
る

方
　
１１
月
２７
日
㈪

　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

　
飯
田
商
工
会
議
所

　
遠
山
郷
支
所

　

１１
月
２９
日
㈬

　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

　
飯
田
商
工
会
館
１
階

　
商
店
街
交
流
ホ
ー
ル

　
１２
月
７
日
㈭

　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

　
飯
田
商
工
会
館
１
階

　
商
店
街
交
流
ホ
ー
ル

○
農
業
所
得
の
あ
る
方

　
１２
月
６
日
㈬

　
午
前
１０
時
〜
正
午

　
Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
営
農
部

　
大
会
議
室

※
飯
田
市
以
外
の
場
所
、
日
程

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
飯
田
税
務
署

　
個
人
課
税
第
１
部
門

☎
０
２
６
５（
２
２
）１
１
６
７

三
遠
南
信
自
動
車
道

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　

三
遠
南
信
自
動
車
道
（
仮

称
）
龍
江
Ｉ
Ｃ
〜
（
仮
称
）
飯

田
東
Ｉ
Ｃ
間
供
用
開
始
前
に
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時　
１１
月
２３
日
㈷

　
午
前
９
時
〜
正
午

※
午
前
８
時
３０
分
か
ら
受
付

▼
場
所

三
遠
南
信
自
動
車
道

（
仮
称
）
龍
江
Ｉ
Ｃ
、

（
仮
称
）
飯
田
東
Ｉ
Ｃ

▼
内
容

両
Ｉ
Ｃ
で
開
会
式
同
時
開
催

後
、
Ｉ
Ｃ
間
（
約
３．４
㎞
）
を

歩
き
ま
す
。

※
雨
天
中
止
、
小
雨
決
行
。
不

明
の
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
事
前
申
込
不
要
で
す
。
当
日

ど
ち
ら
か
の
Ｉ
Ｃ
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
小
学
３
年
生
以
下
の
お
子
さ

ん
は
、
保
護
者
同
伴
で
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
龍
江
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６
５（
２
７
）３
０
０
４

○
上
久
堅
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６
５（
２
９
）７
０
０
１

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、

高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学

校
、
各
種
学
校
や
外
国
の
高
校
、

大
学
な
ど
に
入
学
・
在
学
す
る

お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭

を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制

度
で
す
。

▼
融
資
額

お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き

３
５
０
万
円
以
内

▼
金
利

　
年
１
・
８１
％

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年

１
・
４１
％

※
９
月
末
日
現
在

▼
返
済
期
間

　
１５
年
以
内

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
１８
年

以
内

※
詳
細
は
日
本
政
策
金
融
公
庫

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー☎
０
５
７
０（
０
０
８
）６
５
６

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
３（
５
３
２
１
）８
６
５
６

美
博
の
ド
ー
ム
イ
ベ
ン
ト

　
３
６
０
度
カ
メ
ラ
で
撮
影
し

た
南
ア
ル
プ
ス
の
峰
々
の
動
画

を
、
ミ
ニ
ド
ー
ム
で
投
影
し
ま

す
。
ド
ー
ム
の
中
に
立
つ
と
、

ま
る
で
３
０
０
０
ｍ
の
山
頂
に

立
っ
て
い
る
気
分
！？
無
料
で
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時

　
１１
月
２５
日
㈯
・
２６
日
㈰

○
午
前
１０
時
〜
正
午

○
午
後
１
時
〜
４
時

▼
場
所

美
術
博
物
館
企
画
展
示
室
前

ロ
ビ
ー
特
設
ド
ー
ム

▼
映
像

仙
丈
ヶ
岳
、
北
岳
、
塩
見
岳
、

小
河
内
岳
、
聖
岳　

▼
上
映
方
法

３
〜
４
人
が
入
れ
る
ミ
ニ
ド

ー
ム
に
、
１
回
３
分
程
の
映

像
を
繰
り
返
し
上
映
し
ま
す
。

人
数
が
多
い
場
合
は
お
待
ち

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

美
博
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

　
南
ア
ル
プ
ス
が
大
好
き
な
本

格
派
山
ガ
ー
ル
た
ち
に
、
高
山

で
出
会
っ
た
ス
テ
キ
な
生
き
も

の
や
、
山
で
酌
み
交
わ
す
お
酒

の
味
、
心
を
満
た
し
て
く
れ
る

満
天
の
星
空
な
ど
に
つ
い
て
、

熱
く
語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
ど

ん
な
話
が
飛
び
出
す
か
、
乞
う

ご
期
待
。
聴
講
無
料
で
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

山
ガ
ー
ル
が
語
る
！
こ
こ
が

大
好
き
南
ア
ル
プ
ス
！！

▼
日
時　
１１
月
１２
日
㈰

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

▼
場
所　

美
術
博
物
館
講
堂

▼
ゲ
ス
ト

○
荒
川
史
子
さ
ん
（
元
環
境
省

南
ア
ル
プ
ス
国
立
公
園
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
）

○
斎
藤
し
の
ぶ
さ
ん
（
仙
丈
ヶ

岳
馬
の
背
ヒ
ュ
ッ
テ
管
理
人
）

○
田
村
沙
織
さ
ん
（
阿
智
村
地

域
お
こ
し
協
力
隊
）

▼
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

z zz
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飯
田
市
環
境
審
議
会

委
員
の
公
募

　
環
境
審
議
会
は
、
飯
田
市
の

環
境
行
政
の
基
本
と
な
る
計
画

や
、
環
境
に
関
す
る
施
策
・
事

業
な
ど
に
関
し
て
調
査
・
審
議

す
る
た
め
の
機
関
で
、
こ
の
審

議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

環
境
分
野
の
知
識
と
経
験
を
有

す
る
方
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

▼
応
募
要
件

飯
田
市
に
在
住
、
ま
た
は
勤

務
す
る
方
で
、
環
境
分
野
の

知
識
と
経
験
を
有
す
る
方

※
年
齢
・
性
別
不
問

▼
募
集
人
員　
若
干
名

▼
任
期

平
成
３０
年
１
月
１
日
か
ら
２

年
間

※
審
議
会
は
原
則
と
し
て
平
日

の
昼
間
に
開
催
し
ま
す
。
年

間
の
開
催
回
数
は
２
〜
３
回

程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
報
酬
な
ど

規
定
の
報
酬
お
よ
び
旅
費
を

支
給
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法

所
定
の
応
募
用
紙
お
よ
び
パ

ソ
コ
ン
な
ど
で
作
成
さ
れ
た

ご
意
見
を
、
持
参
・
郵
送
・

E
メ
ー
ル
な
ど
の
方
法
に
よ

り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
環
境
モ
デ
ル

都
市
推
進
課
窓
口
に
あ
る
も

の
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ご
使

用
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切

　
１２
月
１
日
㈮
（
必
着
）

▼
選
考
結
果

応
募
さ
れ
た
方
に
は
、
後
日
、

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
３
９
５
―
８
５
０
１

　
大
久
保
町
２
５
３
４

市
民
協
働
環
境
部

環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進
課

内
線
５
４
７
４

０
２
６
５（
２
２
）４
６
７
３

sakugen_co2
@city.iida.nagano.jp

環
境
審
議
会
委
員
　
公
募

天
竜
川
河
道
内
樹
木
採

取
協
力
者
の
公
募

　
天
竜
川
の
河
道
内
に
は
多
く

の
樹
木
が
繁
茂
し
て
お
り
、
樹

木
伐
採
に
は
、
処
分
費
用
を
含

め
、
多
額
の
費
用
が
必
要
な
た

め
、
繁
茂
抑
止
に
至
ら
ず
、
治

水
上
の
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
よ
り
多
く
の
樹

天
竜
川
上
流
河
川
事
務
所

木
伐
採
を
行
え
る
よ
う
、
一
般

の
協
力
者
（
事
業
者
・
団
体
な

ど
）
を
公
募
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　
１１
月
１
日
㈬
〜
１２
月
１５
日
㈮

※
応
募
方
法
な
ど
詳
細
は
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
天
竜
川

上
流
河
川
事
務
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
連
絡
先

（
電
話
番
号
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

番
号
）
を
必
ず
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

天
竜
川
上
流
河
川
事
務
所

管
理
課

☎
０
２
６
５（
８
１
）６
４
１
４

０
２
６
５（
８
１
）６
４
２
０

（
平
日
午
前
１０
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
受
付
）

飯
田
技
術
専
門
校

訓
練
生
募
集

　
長
野
県
が
設
置
運
営
す
る
公

共
職
業
能
力
開
発
施
設
で
あ
る

飯
田
技
術
専
門
校
で
は
、
平
成

３０
年
度
の
訓
練
生
を
募
集
（
一

般
入
校
試
験
）
し
ま
す
。

　
飯
田
技
術
専
門
校
は
、
職
業

に
必
要
な
基
礎
的
技
術
と
技
能

お
よ
び
関
連
知
識
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
産
業
人
と
し
て
の
心
構

え
を
習
得
し
、
広
く
社
会
で
活

躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
募
集
学
科
・
定
員

○
自
動
車
整
備
科
（
２
年
制
）

　
定
員
２０
人

※
推
薦
入
校
生
を
含
む

○
木
造
建
築
科
（
１
年
制
）

　
定
員
２０
人

※
推
薦
入
校
生
を
含
む

▼
受
付
期
間

○
第
１
回

　
１１
月
６
日
㈪
〜
２４
日
㈮

○
第
２
回

　
１２
月
１１
日
㈪
〜

　
平
成
３０
年
１
月
１２
日
㈮

▼
試
験
日

○
第
１
回　
１２
月
４
日
㈪

○
第
２
回

　
平
成
３０
年
１
月
２２
日
㈪

▼
試
験
場
所

　
飯
田
技
術
専
門
校

▼
合
格
発
表

○
第
１
回　
１２
月
１１
日
㈪

○
第
２
回

　
平
成
３０
年
１
月
２９
日
㈪

※
第
１
回
で
入
校
予
定
者
が
定

員
に
達
し
た
場
合
は
、
第
２

回
を
行
い
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　
飯
田
技
術
専
門
校

☎
０
２
６
５（
２
２
）１
０
６
７

　
不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
、
就

職
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
悩

み
を
お
持
ち
の
方
、
ま
た
は
ご

家
族
の
方
を
対
象
に
、
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
社
会
福

祉
士
、
教
育
相
談
員
な
ど
、
地

域
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
団
体
や

個
人
に
よ
る
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
内
容

　
１１
月
２８
日
㈫

○
午
前
１１
時
〜

五
平
餅
や
と
ん
と
ん
汁
を
一

緒
に
作
っ
て
食
べ
よ
う

○
午
後
１
時
〜

支
援
団
体
、
専
門
家
に
よ
る

相
談
会

▼
場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

※
施
設
内
体
育
館
な
ど
も
開
放

し
ま
す
。

※
事
前
申
込
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎
０
２
６
５（
２
３
）５
５
７
１

若
者
の
自
立
支
援
相
談
会
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美
博
の
春
草
講
座

　
春
草
の
画
風
が
「
朦も

う

朧ろ
う

体た
い

」

と
呼
ば
れ
た
時
代
の
作
品
に
つ

い
て
、
写
生
や
下
絵
と
見
比
べ

な
が
ら
、
制
作
の
背
景
を
探
り

ま
す
。

▼
テ
ー
マ

作
画
へ
の
道
す
じ
２

―
朦
朧
体
の
諸
作
―

▼
日
時

　
１１
月
１５
日
㈬

　
午
後
６
時
３０
分
〜
８
時

▼
場
所　
美
術
博
物
館
講
堂

▼
講
師

　
小
島
淳

　
（
美
術
博
物
館
学
芸
員
）

▼
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

美
博
の
天
文
講
座

　
夏
の
華
や
か
な
星
空
と
比
べ

て
ち
ょ
っ
と
地
味
な
秋
の
星
空

で
す
が
、
壮
大
な
神
話
の
舞
台

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
夜
が
長

い
こ
の
季
節
、
古
代
エ
チ
オ
ピ

ア
王
家
の
物
語
を
紐
解
い
て
み

ま
せ
ん
か
。
ま
た
流
れ
星
に
つ

い
て
、
こ
れ
か
ら
見
や
す
い
流

星
群
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で

き
ま
す
。
小
学
生
以
下
の
お
子

さ
ん
は
保
護
者
と
一
緒
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
テ
ー
マ

　
秋
の
星
座
と
流
星
群

▼
日
時　
１１
月
１８
日
㈯

　
午
後
６
時
〜
８
時

▼
場
所

　
美
術
博
物
館
科
学
工
作
室

※
正
面
向
か
っ
て
右
側
の
屋
外

階
段
を
上
が
っ
て
直
接
お
入

り
く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物　
懐
中
電
灯

▼
申
し
込
み

　
電
話
に
よ
る
申
し
込
み

▼
申
込
締
切　
１１
月
１７
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

美
博
の
自
然
講
座

　
２
０
１
６
年
か
ら
２
０
１
７

年
の
２
年
間
に
わ
た
っ
て
行
っ

た
、
南
ア
ル
プ
ス
南
部
の
高
山

昆
虫
調
査
の
話
を
中
心
に
、
ラ

美
博
の
電
子
顕
微
鏡

観
察
教
室

　
不
思
議
な
微
の
世
界
を
紹
介

し
ま
す
。
観
覧
券
を
お
持
ち
の

方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

▼
日
時

　
１１
月
１９
日
㈰

○
午
前
１１
時
〜
正
午

○
午
後
２
時
〜
３
時

▼
場
所

　
美
術
博
物
館
科
学
工
作
室

イ
チ
ョ
ウ
や
高
山
植
物
に
つ
い

て
も
紹
介
し
ま
す
。
聴
講
無
料

で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

南
ア
ル
プ
ス
の
高
山
に
く
ら

す
生
き
物
た
ち

▼
日
時

　
１１
月
１８
日
㈯

　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

▼
場
所　
美
術
博
物
館
講
堂

▼
講
師

○
岸
本
年
郎
さ
ん

　
（
ふ
じ
の
く
に
地
球
環
境
史

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
准
教
授
）

○
四
方
圭
一
郎

　
（
美
術
博
物
館
学
芸
員
）

▼
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

▼
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

告
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

伊
賀
良
村
の
満
洲
移
民

〜
渡
満
者
の
少
な
か
っ
た
村

を
見
る
〜

▼
日
時

　
１１
月
２５
日
㈯

　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

▼
場
所

伊
賀
良
公
民
館
１
階

第
一
会
議
室

▼
講
師

齊
藤
俊
江
（
歴
史
研
究
所
調

査
研
究
員
）

※
事
前
申
込
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

　
歴
史
研
究
所

☎
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０

歴
史
研
究
所

地
域
史
講
座

　
昭
和
１０
年
代
、
飯
田
下
伊
那

か
ら
８
４
０
０
人
余
り
の
人
た

ち
が
、
競
う
よ
う
に
満
洲
へ
渡

り
ま
し
た
。

　
終
戦
時
に
は
、
義
勇
軍
も
含

め
２
０
０
人
余
の
旧
伊
賀
良
村

の
方
が
満
洲
開
拓
地
に
い
ま
し

た
。
そ
し
て
多
く
の
方
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
ど
の
よ
う
に
送
り

出
さ
れ
た
の
か
、
戦
後
ど
う
生

活
し
た
の
か
、
そ
の
実
態
を
報



飯田市公式
 フェイスブック
飯田市公式
 フェイスブック

「広報いいだ」「広報いいだ」「広報いいだ」
市政情報や市の魅力を
飯田女子短期大学の学生
レポーター「いいレポ☆」の
メンバーと協働で発信中!!

２０１7.１１.１［広報いいだ］21

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、

も
し
も
身
近
に
認
知
症
の
人
が

い
た
時
に
、
そ
っ
と
見
守
る
、

り
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象

市
内
に
居
住
す
る
６０
歳
以
上

で
、
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
ソ

フ
ト
）
を
使
っ
た
こ
と
が
あ

る
方

▼
日
時

○
１１
月
２４
日
㈮
、
２８
日
㈫
、

１２
月
１
日
㈮
、
５
日
㈫

午
前
９
時
〜
正
午

○
１１
月
２９
日
㈬

　
午
後
１
時
〜
４
時

※
５
回
と
も
同
じ
内
容
で
す
。

▼
場
所　
飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

▼
内
容

画
像
を
入
れ
て
年
賀
状
の
文

面
を
作
成
し
、
デ
ー
タ
を
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。

※
印
刷
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し

た
写
真
を
使
い
た
い
方
は
、

　
デ
ー
タ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
受
講
料

１
回
３
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
・
保
存
用
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ

リ
代
）

▼
定
員

　
各
回
１０
人
（
先
着
）

▼
申
込
方
法

ご
希
望
の
日
を
選
ん
で
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
２９
年
度
地
域
福
祉

活
動
推
進
研
修
会

　
飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
地
域
の
「
見
守
り
・
支
え

合
い
」
の
重
要
性
を
学
び
、
地

域
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時

　
１１
月
２５
日
㈯

　
午
後
１
時
〜
４
時
１５
分

▼
場
所

　
鼎
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

▼
内
容

○
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援　

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

報
告

「
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

z
発
表
者

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

高
校
生

○
基
調
講
演

「
住
民
に
よ
る
地
域
福
祉
活

動
の
効
果
」

z
講
師

上
野
山
裕
士
さ
ん

（
国
立
大
学
法
人
和
歌
山
大

学
特
任
助
手
）　

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
や
ら
ま
い
か
！
地
域
の
み

ん
な
で
見
守
り
・
支
え
合

い
」（
活
動
事
例
の
紹
介
）

z
事
例
発
表

　
地
区
健
康
福
祉
委
員
会

▼
問
い
合
わ
せ

飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
課　
地
域
福
祉
係

☎
０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
０

シ
ル
バ
ー
パ
ソ
コ
ン
教
室

年
賀
状
講
座

　
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
写
真

や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
入
れ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
年
賀
状
を
作
り
ま

す
。
年
賀
状
作
成
の
幅
が
広
が

く
ら
し
に
役
立
つ
法
律

の
は
な
し

　
南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
長
野
県
弁
護
士
会
飯
田
在

住
会
と
共
催
で
、
弁
護
士
に
よ

る
講
話
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

離
婚
に
関
す
る
手
続
き
と
お

金
の
話
〜
調
停
・
訴
訟
？
／

養
育
費
・
財
産
分
与
・
慰
謝

料
？？
〜

▼
日
時　
１１
月
２２
日
㈬

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

▼
場
所

　
南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

▼
講
師

村
松
将
太
弁
護
士

（
村
松
法
律
事
務
所
）

※
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６
５（
２
４
）８
０
５
８

そ
っ
と
手
助
け
す
る
方
が
、
地

域
に
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
目

指
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。

▼
日
時

　
１２
月
５
日
㈫

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

▼
場
所

市
役
所
Ａ
棟
３
階

A
3
0
1
·
3
0
2
会
議
室

▼
内
容

認
知
症
と
は
（
テ
キ
ス
ト
を

使
い
な
が
ら
講
義
を
行
い
ま

す
。）

▼
講
師

　
認
知
症
地
域
支
援
推
進
委
員

▼
定
員　
５０
人

▼
申
込
方
法

　
電
話
に
よ
る
申
し
込
み

※
１１
月
6
日
㈪
か
ら
申
込
受
付

開
始
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
寿
支
援
課

内
線
５
７
５
５

※
各
開
催
日
の
２
日
前
ま
で

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）、

先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
込

み
が
で
き
ま
す
の
で
、
申
し

込
み
時
に
お
問
い
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く
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さ
い
。

▼
申
し
込
み
先

　
飯
田
コ
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レ
ッ
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２
６
５（
２
２
）５
１
１
１

▼
問
い
合
わ
せ

　
長
寿
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課

　
内
線
５
７
５
７



各種相談所 相談は無料、秘密は厳守します。

相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ 相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ
市役所Ａ棟１階

教 育 相 談

行 政 相 談

結 婚 相 談

こころの相談日

市役所C棟１階

市役所Ａ棟３階
（産業振興課内）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：００ 市役所Ａ棟３階 教育相談室

内線３７２１

毎月第２火曜日
１３：００～１６：００

総務文書課
内線２１１１

さんとぴあ飯田
※本人の相談が
原則

※本人確認がで
きる書類と写
真１枚が必要

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８２

毎月第２月曜日
１３：３０～
１５：００～

市役所
保健センター２階

保健課保健指導係
内線５３０６
（予約制）

障がいのある方
または

ご家族の相談

飯伊圏域障がい者
総合支援センター
☎０２６５（２４）３１８２

消費生活相談
（多重債務相談を含む）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

飯田市消費生活センター
☎０２６５（２２）４５３０

ジョブカフェいいだ
就活個別相談

中小企業経営者
のための

経営悩み相談

法律相談
（係争中の
ものは除く）

毎月第３木曜日
１３：００～１７：００

毎月第４木曜日
１２：３０～１５：００

毎月第２金曜日
１３：００～１７：００

飯田商工会議所
（常盤町４１）

ジョブカフェいいだ
内線３５１４
（予約制）

市役所内
（予約時確認）

空き家に関する
無料相談

毎月５日
１３：００～１７：００

ふるさと定住支援課
内線５４４３
（予約制）

市役所
保健センター２階不妊・不育相談

１１月２１日（火）
１５：００～１９：００
１２月５日（火）
１３：００～１７：００

保健課健康推進係
内線５５１３
（予約制）

飯田商工会議所
☎０２６５（２４）１５００
(予約制）

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（予約制）

さんとぴあ飯田
（ほっとカフェわたの実）

認知症の方や
家族の相談・交流

毎月第２・４木曜日
１０：００～１２：００

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０

まいさぽ 飯 田生活や就労など
の総合的な相談

毎週月～金曜日
９：３０～１７：００

まいさぽ飯田
☎０２６５（４９）８８３０

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

毎月第２､第３日曜日
１３：３０～１６：００
受付１５：３０まで

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

さんとぴあ飯田

休
日

平
日

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

子育て支援課
内線５７３９

毎月第３火曜日
１３：３０～１６：３０

男女共同参画課
内線５４５１
（予約制）

毎週火曜日
１３：００～１６：００
受付１５：００まで

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０ 社会福祉協議会

☎０２６５（５３）３１８０
（受付順）

毎週火・木曜日
１３：００～１７：００

毎週水・金曜日
１３：００～１７：００

毎週月・火・木・金曜日
１３：００～１７：００

毎月第２・４水曜日
１２：３０～１５：３０
（４月無し、５月第２
水曜日除く）

飯田勤労者
福祉センター

産 業 振 興 課
☎０２６５（５３）６０７８
南信労政事務所
☎０２６５（７６）６８３３

外
国
語
相
談

市役所Ａ棟１階
（外国人相談窓口）

男女共同参画課
内線５４５３

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

高齢者の介護
予防や生活の
相談

成年後見相談

の

相

談

女
性
の
た
め

心
　配
　ご
　と
　相
　談

☎０２６５（５３）３１８７いいだ成年後見支援センター

☎０２６５（５６）１５９５
☎０２６５（２７）６０５２
☎０２６５（２８）２３６１
☎０２６０（３４）１０６６

いいだ地域包括支援センター
かわじ地域包括支援センター
かなえ地域包括支援センター
南信濃地域包括支援センター

市役所Ａ棟１階

市役所C棟１階

さんとぴあ飯田

悩みごと

法律相談

特別相談
（法律的）

一般相談ポルトガル語

タガログ語
英 語

中 国 語

巡回労働相談
（予約制）

子 育 て 相 談
教育支援・就学相談
家庭児童相談

内線５３４３
内線５３４２
内線５３０１

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

りんご庁舎２階
こども家庭応援
セ ン タ ー

市長の留守番電話 ０２６５（２３）８１８１市民の皆さんの
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。

今月のプレゼント今月のプレゼント
飯田市結いターンキャリアデザイン室特製

『ＺＵＫＵバッグ』 

３名様に
プレゼント

応募締切 １１月２７日㈪ （必着）
次の事項を必ず記入し、官製はがきまたはＥメールで
ご応募ください。
①住所　②氏名　③年齢　④電話番号
⑤広報いいだの感想
z良かった記事 z良くなかった記事 zその他感想など

【あて先】
〒３９５－８５０１ 飯田市大久保町２５３４
飯田市秘書広報課
    「広報いいだプレゼント係」 宛
　 ｓｋｏｕｈｏｕ＠ｃｉｔｙ.ｉｉｄａ.ｎａｇａｎｏ.ｊｐ
※抽選結果はプレゼントの発送をもってかえさせていただきます。
※商品は選べません。

緑地×ベージュ文字緑地×ベージュ文字

ベージュ地×白文字ベージュ地×白文字

青地×白文字青地×白文字

★方言の「ずく」をモチーフにしたバッグです。★方言の「ずく」をモチーフにしたバッグです。

結
い
タ
ー
ン
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
室

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ゆ
い
た
ん
」

結いターンキャリアデザイン室結いターンキャリアデザイン室
Ｕターン・Ｉターン者を対象に、地元
企業から収集した求人情報の提供や
雇用の成立をあっせんしています。
●問い合わせ／内線３５１２ （飯田市役所内）
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超電導リニアの原理超電導リニアの原理
●問い合わせ／リニア推進課　内線３３３４今回は、リニアが動く仕組みについて、２回にわたって説明します。

超電導ってなに？
ある種の物質を一定温度以下としたとき、

電気抵抗がゼロになる現象を超電導現象とい
います。超電導状態となったコイル（超電導
コイル）に電流を流すと、電気抵抗がないた
め、電流はコイルの中を半永久的に流れ続け、
磁界が発生します。超電導リニアはこの超電
導磁石を搭載し、ガイドウェイ（軌道）に取
り付けられた地上コイル（推進コイル、浮上
案内コイル）との磁気相互力により、浮上し
て走行します。

どうやって進むの？ （推進の原理）
地上の推進コイルに電流を流すことにより、

磁界（Ｎ極、Ｓ極）が発生し、車両の超電導磁石との間で、
Ｎ極とＳ極の引き合う力と、Ｎ極同士・Ｓ極同士の反発
する力により車両が前進します。

超電導磁石

ガイドウェイ
走行路

側壁

推進コイル
浮上案内コイル

（前編）
ちょう どうでん

参考：リニア中央新幹線建設促進期成同盟会ホームページ

人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板

■申し込み・問い合わせ
ＮＰＯ法人いいだ人形劇センター　☎０５０（３５８３）３５９４　
または　飯田文化会館　☎０２６５（２３）３５５２

人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板

■申し込み・問い合わせ
ＮＰＯ法人いいだ人形劇センター　☎０５０（３５８３）３５９４　
または　飯田文化会館　☎０２６５（２３）３５５２

森のぽかぽかクリスマス
日時：１２月３日㈰ １０：００～１６：００
会場：かざこし子どもの森公園
★人形劇公演（１４：００～１５：００）
人形劇団むすび座 「どんどこももんちゃん／カミナリカレー」

★クリスマスリースづくり（１０：００～１６：００）
★手作りピザづくり（１１：００～１６：００）
★参加費：親子３人以上 ２,０００円／親子２人 １,５００円／

１人 １,０００円／観劇のみ ８００円

ましゅ ＆ Ｋｅｉ のクリスマス会
日時：１２月２３日㈷ ①昼の部１５：００開演 ②夜の部１９：００開演
会場：川本喜八郎人形美術館
出演：ましゅ ＆ Ｋｅｉ／ゲスト：山本光洋
★昼の部「ファミリーで楽しむクリスマス会」一律５００円（３歳未満無料）
★夜の部「大人のためのクリスマスパーティ」２,５００円（ドリンク・おつまみ付）

人形劇 ｉｎ 丘のまちフェスティバル
日時：１１月３日㈷ ①１０：３０ ②１２：３０ ③１４：３０
会場：川本喜八郎人形美術館交流ゾーン
出演：Ｐ.ことり座 「うさぎ」 「青い空」

第３１回 伊那谷文化芸術祭・人形劇の部
日時：１１月５日㈰ １０：００開演
会場：飯田人形劇場
入場料：４００円（当日５００円）

第３５回 伊那人形芝居公演
日時：１１月５日㈰ １０：００開演（１７：００終了予定）
会場：黒田人形浄瑠璃伝承館
出演：今田人形座／黒田人形保存会／

古田人形芝居保存会／早稲田人形保存会／
阿南第一中学校／竜峡中学校／箕輪西小学校

※チケットは１１月６日㈪から川本喜八郎人形美術館、飯田文化会館で販売します。

第３１回 伊那谷文化芸術祭・人形劇の部
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●問い合わせ／ムトスまちづくり推進課　内線５４３３

今回は、３５年の歴史をもつ「ムトス」という
言葉についてご紹介します。

特別編

「
ム
ト
ス
」っ
て
何
？

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、「
ム
ト
スっ
て
何
？
」と

い
う
質
問
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
ム
ト
ス
」と
い
う
言
葉
は
、広
辞
苑
の
最
末
尾

の
言
葉「
ん
と
す
」を
引
用
し
た
も
の
で
、「…

し

よ
う
と
す
る
」と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お

り
、行
動
への
意
志
や
意
欲
を
表
す
言
葉
で
す
。

飯
田
市
で
は
、昭
和
５７
年
３
月
に
市
が
作
成

し
た「
１０
万
都
市
構
想
」で
理
想
と
す
る
都
市

像
の
実
現
に
向
け
て
の
行
動
理
念
・
合
言
葉
と

し
て「
ム
ト
ス
」を
使
用
し
ま
し
た
。平
成
１９
年

４
月
１
日
施
行
の
飯
田
市
自
治
基
本
条
例
に

は
、ま
ち
づ
く
り
に
進
ん
で
参
加
す
る
ム
ト
ス
の

精
神
に
つ
い
て
謳
わ
れ
て
お
り
、ま
た
、「
い
い
だ

未
来
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
８
」で
も「
合
言
葉
は
ム

ト
ス 

誰
も
が
主
役 

飯
田
未
来
舞
台
」を
キ
ャッ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

「
ム
ト
ス
」を
地
域
づ
く
り
の
合
言
葉
に
し
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
心
の
中
に
あ
る
、「
愛
す

る
地
域
を
想
い
、自
分
が
で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ

て
み
よ
う
」と
す
る
自
発
的
な
意
志
や
意
欲
、具

体
的
な
行

動
に
よ
る

地
域
づ
く

り
を
目
指

し
て
い
ま

す
。

上記のごみは、『燃やすごみ』に分別  してください。

※不適切な分別で出された埋立ごみは、分別の誤りや勘違いに
気づいていただくため、回収しません。

自分が出したごみがごみ集積所に残されている場合は、
必ず持ち帰って再分別し、出し直してください。

市民の
 皆さんへの
お願い

◎問い合わせ／環境課 廃棄物対策係　内線５４６４、５４６５

プラスチック製品、
ビニール製品、
革製品、 ゴム製品

「埋立ごみ」では
 ありません！！
「埋立ごみ」では
 ありません！！は

靴

バラン

スポンジ
歯ブラシ

ストローゴムホース

ラップ
ブルーシート・
レジャーシート

バケツ・洗面器

ビデオテープ

ポリタンク じゅうたん・
カーペット

かばん・
バック

CD・DVD・MDなど
（ケース含） 食品容器

※埋立ごみから燃やすごみの
　分別に変わったごみの例
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OrangeOrange ribbonribbon

いちはやく 知らせる勇気 つなぐ声いちはやく 知らせる勇気 つなぐ声
平成２９年度児童虐待防止月間標語平成２９年度児童虐待防止月間標語

■問い合わせ／
　子育て支援課 こども家庭応援センター 内線５３０２

１１月は児童虐待防止推進月間です
平成２８年度の飯田市における家庭児童相談は９３６件で、
そのうち虐待相談の受付件数は９２件です。
市では、医師、助産師、保健師、保育園、認定こども園、
小中学校などとの連携により、虐待に至る可能性の高い家
庭の子育てを個別に支援しています。
「虐待を受けているのではないか」と心配され
る児童を見つけたら、迷わず次の機関に連絡し
てください。

子どもの生命に危険があるとき

虐待を発見したとき

虐待を発見したとき・虐待が疑われる・
放置すれば虐待に至る心配があるとき

休日・夜間に虐待の通告をするとき

飯田警察署
☎０２６５（２２）０１１０　（緊急時は１１０）

飯田児童相談所　☎０２６５（２５）８３００

市役所子育て支援課
☎０２６５（２２）４５１１　内線５３０２

児童虐待・ＤＶ２４時間ホットライン
☎０２６（２１９）２４１３

虐待とは・・・

「子ども虐待防止」の象徴として「オレンジリボン」を
広める運動です。
オレンジリボンには、子ども虐待の現状を広く
知らせ、子ども虐待を防止し、子どもが幸福にな
れるようにという願いを込めています。

◎オレンジリボン運動に関する情報は、
　ＮＰＯ法人 児童虐待防止全国ネットワーク　
　オレンジリボン運動事務局
　ＵＲＬ http://www.orangeribbon.jp/

オレンジリボン運動オレンジリボン運動オレンジリボン運動オレンジリボン運動

子育て中の
お父さん
お母さんへ

子育て中の
お父さん
お母さんへ

児童相談所全国共通ダイヤル
☎１８９　（いちはやく）

zなぐる、蹴る
z戸外に締め出す　など

z食事を与えない
z極端に不潔な環境で生活させる
z家に閉じこめる　など

z暴言を浴びせる
z無視する
z家庭内での暴力・暴言を見る・聞く
　など

zわいせつな行為・性関係を強要する
z性器を触る・触らせる　など

身体的虐待身体的虐待

ネグレクトネグレクト

心理的虐待心理的虐待

性的虐待性的虐待

◎ひとりで悩まないように
　こども家庭応援センターまで
　相談してください。

毎日の子育てで
こんなことがありませんか？

　　z言うことを聞いてくれなくて…
　zイライラする、
　　　たたいたり怒鳴ったり…
zうっとうしくて無視してしまう…

子どもを健やかに育むために子どもを健やかに育むために
～ あなたの「気づき」が虐待を防ぎます ～～ あなたの「気づき」が虐待を防ぎます ～
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ゆいきっず広場か、こども家庭応援センターまでお申し込みください。

ゆいきっず講座ゆいきっず講座飯田市こども
家庭応援センター

◎ゆいきっずについて…内線５３４６
◎子育てに関する相談…内線５３４３

飯田市本町１－１５　りんご庁舎２階

とは…
子育て家庭を応援する総合的施設です

とは…
子育て家庭を応援する総合的施設です

z親子でくつろげる 「ゆいきっず広場」
z楽しく、学べる 「ゆいきっず講座」

z子育て情報サロン（授乳室を併設）「すくすくサロン」
z発達・子育ての相談窓口

　　 　　　　　　などがご利用いただけます。

★ゆいきっず広場…火曜日を除く各曜日 ９：００～１６：００
（本町駐車場は初めの１時間無料、その後３０分ごと１００円かかります。）
★すくすくサロン…毎日 ９：００～１７：１５
★子育て相談窓口…平日（月～金曜日） ８：３０～１７：１５

お父さん向け　親子体操
z日時：１１月１９日（日）　１０：００～（３０分程度）
z場所：こども家庭応援センター キッズルーム
z内容：父親が家庭でも行える親子体操、発達に合わせた遊び
z講師：こども家庭応援センター 理学療法士
z対象：一人歩きができる１歳半～３歳までの子どもと父親

　（母親、祖父母の参加も可能）
z定員：１５組　　z持ち物：飲み物
z申込締切：１１月１３日（月）

いざという時の！応急処置のはなし
z日時：１１月２７日（月）　１０：００～（３０分程度）　　
z場所：こども家庭応援センター キッズルーム
z内容：応急処置、冬場に気を付けたいこと、１１９番のポイント
z講師：飯田消防署 職員
z対象：就学前の子どもさんを持つ保護者の方
※申込不要　　※当日はゆいきっず広場は運営日です。

要予約

いい
 育児の日！

飯田市教育委員会では、家族が一緒に過ごし、心を通わせるひと時を「わが家の結いタイム」と名づけ、
啓発・推進しています。
１１月は推進月間です。「あいさつ」「会話」「お手伝い」「読書」で家族のふれあう時間を大切にしましょう。
地域でお互いに顔の見えるつながり・支え合いを大切にしましょう。

１１月は 「わが家の結いタイム」 推進月間です１１月は 「わが家の結いタイム」 推進月間です

◎問い合わせ／生涯学習・スポーツ課　地育力向上係　内線３７４２

インターネットなどを使わないで、家族同士での会話や一緒に行動する日
「ノーネットデイ」に取り組みましょう。
インターネットに接続できる機器やテレビ、ゲームのスイッチを切って、家族
のふれあいの時間を大切にしましょう。
家族みんなでメディアの利用について考えてみませんか？

「結いの日」 は 「ノーネットデイ」！

毎月
第3日曜日は
「結いの日」

です

あいさつは、人と人とのより良い
関係を作るための第一
歩です。
家族とのあいさつから
始めましょう。

お互いの顔を見ながら会話し
て、自分の気持ち
を伝える力や相手
の気持ちを感じる
力を育てましょう。

お手伝いは
子どもたちの
「自立心」や
「責任感」を
育てます。

読書で「表現力」や
「想像力」が育まれ、
読み聞かせは子ども
たちの「豊かな感情」
を養います。

読 書お 手 伝 い

会 話あ い さ つ
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りんご並木のエコハウスで時を過ごし
快適さ、心地よさを体感してください。

りんご並木のエコハウス（本町２-３０）
電話 ０５０-３５８３-１５８３
（受付時間 ９：００～１７：００　月曜定休）

申し込み・
問い合わせ

★定員／各１０人程度　  ※持ち物など詳細はお問い合わせください。

ちょっと
　エコな

生活をちょっと
　エコな

生活をちょっと
　エコな

生活を

１１月９日㈭より申し込み受付開始します

１１月のエコカフェ

★～気持を伝える文字のコツ～
心あたたまる手作り年賀状を書こう！
日時：１１月２４日㈮ １０：００～１２：００
講師：立花尚美さん
参加費：５００円
持ち物：年賀状に使いたい筆記用具

★結びの文化を体験しよう！
飾り結びのブローチ作り
日時：１１月２８日㈫ １０：００～１２：００　
講師：宮井代士子さん
参加費：５００円
※水引ではありません。

★せっけんあーと体験講座
好きな香りでキラキラ石鹸作りましょう
日時：１１月２９日㈬

①１０：００～１２：００　②１３：００～１５：００　
講師：池知由美子さん
参加費：８００円
持ち物：持ち帰り用袋
※汚れても良い服装で
　お越しください。

★お正月料理を学ぼう！
おろし雑煮、筑前煮、フルーツきんとん
日時：１２月１日㈮

①１０：００～１２：００
②１３：００～１５：００

講師：竹下則子さん
参加費：８００円
持ち物：エプロン、三角巾、タッパー

★エコカフェフリー
日時：１２月２日㈯ １０：００～１２：００
講師をやってみたい！こんなことをやってほしい！
などなど、コーディネーターが
皆さんの意見をお聞きします。

「
旅
の
ス
タ
イ
ル
を

考
え
よ
う
！
」

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
真
っ

た
だ
中
で
す
ね
。ど
こ
か
へ

出
か
け
る
こ
と
は
、た
と
え

近
場
へ
の
小
旅
行
で
も
楽
し

み
の
ひ
と
つ
で
す
。そ
ん
な

旅
行
で
す
が
、少
し
だ
け
エ

コ
を
意
識
し
た
旅
を
計
画

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。「
旅
行
に
行
く
と
き

ま
で
、エ
コ
の
こ
と
を
考
え

る
の
？
」と
思
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、交
通
手
段
や
ホ

テ
ル
の
選
択
な
ど
、少
し
だ

け
考
え
て
計
画
す
る
だ
け

で
す
。

出
か
け
る
と
き
は
自
家

用
車
で
と
い
う
方
が
多
い

と
思
い
ま
す
が
、鉄
道
も
選

択
肢
に
入
れ
て
み
ま
し
ょ

う
。現
在
で
は
環
境
に
配
慮

し
た
車
も
普
及
し
て
い
ま
す

が
、１
人
が
移
動
す
る
の
に

排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素

の
量
は
、自
動
車
に
比
べ
鉄

道
で
は
か
な
り
の
量
が
抑
え

ら
れ
る
そ
う
で
す
。公
共
交

通
機
関
の
時
間
の
正
確
さ

は
、日
本
が
世
界
に
誇
れ
る

も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、目

的
地
に
正
確
な
時
間
に
到

着
で
き
る
利
便
性
は
、ほ
か

の
移
動
手
段
に
替
え
難
い

も
の
で
す
。さ
ら
に
駅
の
階

段
の
上
り
下
り
は
健
康
面

で
も
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。

ま
た
ホ
テ
ル
も
、使
い
捨

て
の
石
け
ん
で
は
な
く
液
体

用
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
を
備
え

付
け
た
り
、連
泊
す
る
際
、

客
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
が
な
い

限
り
シ
ー
ツ
を
交
換
し
な
い

な
ど
、環
境
に
配
慮
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施

設
が
増
え
て
い
ま
す
。ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か

調
べ
て
み
る
の
も
良
い
で

し
ょ
う
。

こ
の
秋
は
、地
球
に
も
人

に
も
や
さ
し
い
旅
の
計
画
を

立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

エ
コ
ラ
イ
フ
を
楽
し
も
う

※申し込みはお電話でお願いいたします。
※当日キャンセルの場合は、講座によっては参加費をお支払い
いただきます。

持ち物：エプロン、三角巾、タッパー
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公園事務局／☎０２６５（５９）８０８０　 ０２６５（５９）８０７９
http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

※材料がなくなり次第、受付を終了します。
※食の工房体験学習で作った食品のお持ち帰りはでき
ません。
窯焼きピザづくり（マルゲリータ）
１１月１９日㈰ １０：３０～１２：００受付 材料費：３００円
窯焼きクランブルづくり
１２月９日㈯
１０：３０～１２：００受付
材料費：２００円

西田さとみ 胡弓（こきゅう）コンサート
１１月２５日㈯ １２：３０～１３：３０
場所：なかまの館
出演：西田さとみ（胡弓奏者）

作家さんとクリスマスグッズをつくろう
１１月２６日㈰ １０：００～１５：００
材料費：各ブースにより異なります
場所：なかまの館

森のぽかぽかクリスマス
～人形劇鑑賞・ピザづくり・リースづくりがセットになった

　大人気のクリスマスイベントです♪～
１２月３日㈰ １０：００～１６：００
参加費：１，０００円～
受付場所：なかまの館
上演内容：「どんどこももんちゃん」 「カミナリカレー」
出演：人形劇団むすび座
共催：ＮＰＯ法人いいだ人形劇センター
　　 飯田文化会館
※予約制（公園事務局または、飯田文化会館

☎０２６５（２３）３５５２までお電話ください）

おもちゃの修理屋さん
１１月２５日㈯、
１２月９日㈯
１０：００～１２：００　　
講師：玩具の修理屋さん

しゃてキング決定戦！
１１月１８日㈯
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００
材料費：１００円

クリスマスモビールをつくろう
１１月２３日㈷ １０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：１００円

年賀状をつくろう
１２月２日㈯ １０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
リースづくりに挑戦しよう
１２月１０日㈰
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００
材料費：３００円

しゃてキング決定戦！
１１月１８日㈯
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００
材料費：１００円

クリスマスモビールをつくろう
１１月２３日㈷ １０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：１００円

年賀状をつくろう
１２月２日㈯ １０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
リースづくりに挑戦しよう
１２月１０日㈰
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００
材料費：３００円

とんぼ玉作り体験
～自分とお友だちへのプレゼント～
お野菜のペンダントと花のリング玉
１２月１０日㈰ ９：３０～１６：００
材料費：３，５００円　場所：食の工房
講師：城下鮎子さん （とんぼ玉作家）
※予約制：定員２４人（公園事務局までお電話ください）

羊の毛でアクセサリーづくり
１１月１９日㈰、１２月２日㈯、１０日㈰
１１：００～１７：００
材料費：６００円～
場所：なかまの館
主催：アトリエＲｕｒｒｅ

１１月２０日㈪、２７日㈪、１２月４日㈪、１１日㈪

※イベントの日程は、天候や主催者の都合により変更にな
る場合があります。変更は公園ホームページにて随時
お知らせいたします。

コイルモーターを作ろう
１１月１２日㈰ １０：００～１２：００、１３：００～１５：００
超高層タワーを見よう
１１月１８日㈯ １０：００～１２：００、１３：００～１５：００
特別講座 「スーパー戦闘紙飛行機を作ろう!! ＆

高校戦隊テックレンジャーショー」
１１月１９日㈰ １０：００～１２：００、１３：００～１４：００
※テックレンジャーショー ＆ 握手会は１４：００～１５：００

万華鏡を作ろう
１１月２６日㈰ １０：００～１２：００、１３：００～１５：００

楽しいテーマがいっぱい！  遊びにきてね！

森森子ども大学（子ども体験学習）

冬の特別企画

食の工房体験学習

なかまの館体験学習
森森大学院（成人向け講座）

※対象：中学生以上

市民の皆さんによる活動

休館日 （１１月１５日～１２月１４日の期間中）
※屋外は利用できます

理科実験ミュージアム

◆◆◆　理科実験ミュージアム問い合わせ　◆◆◆
南信州飯田おもしろ科学工房  www.i-kagaku.net

生涯学習・スポーツ課　 内線３７４１

場所：かざこし子どもの森公園・おいで館

NEW

要予約

要予約 海海 陸

おもちゃの修理屋さん

講師：玩具の修理屋さん
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飯田動物園／☎０２６５（２２）０４１６
http://iidazoo.jp/

天竜川総合学習館かわらんべ／☎０２６５（２７）６１１５
http://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/kawaranbe/

各 施 設 か ら の お 知 ら せ

ブリちゃんのお散歩＆お面づくり
１１月１８日㈯・１９日㈰ （雨天中止）
◎お散歩時間／１３：００～１３：１５
◎お面づくり／１３：２０～１４：００
　材料費：１個１００円（お面づくり）

動物オーナメント作り
１１月１８日㈯・１９日㈰ １３：３０～１４：３０ （雨天中止）
年賀状にどうですか？
１１月１８日㈯～１２月２８日㈭ （雨天決行）
エンリッチメントＤＡＹ
～動物たちを楽しませよう～
１１月２３日㈷ （雨天中止）
サンタ列車
１１月２５日㈯～１２月２４日㈰ （雨天中止）
ウインターナイトズー
１２月２日㈯・３日㈰、９日㈯・１０日㈰
１７：００～１９：００ （豆汽車は雨天運休）

デジカメ入門
１１月１５日㈬ ８：３０～１５：３０ 対象：成人
講師：宮島 功 （飯田市写真家）
内容：データを持ち寄り撮影のコツを学びます。

ウォーキングを楽しむ
１１月１６日㈭ １３：３０～１５：３０ 対象：成人
講師：酒井浩文 （ソウル五輪競歩代表）
内容：紅葉の天竜峡コースで健康ウォーキング。

親子ダイコン抜きと漬物
１１月１８日㈯ ９：００～１２：００ 対象：幼児～成人
講師：かわらんべスタッフ
内容：大根を収穫して漬け物つくろう！

トン汁もつくって食べます。
ハンダごてと粘土で干支作り
１１月２５日㈯ ９：００～１１：００ 対象：幼児～成人
講師：鎌倉利一 （地元の木工作名人）
内容：年賀状と干支ホルダーを作ります。

秋のお月見で月を科ガーク！
１１月３０日㈭ １８：３０～２０：００ 対象：幼児～成人
講師：吉住千亜紀 （美術博物館）
内容：お月さまをジックリ観察。

お月見だんごもあるよ！
顕微鏡をのぞいてみよう
１２月２日㈯ ９：００～１１：００
対象：幼児～成人
講師：かわらんべスタッフ
内容：生き物のフシギな姿を顕微鏡で拡大。

絵手紙講座
１２月７日㈭ ９：００～１１：００ 対象：成人
講師：黒河内秀幸 （日本絵手紙協会）
内容：初心者歓迎。楽しく描きます。

【材料費２００円】
クリスマスリース作り【午前・午後】
１２月９日㈯
【午前の部】９：００～１１：００
【午後の部】１３：００～１５：００
対象：幼児～成人
講師：かわらんべ協力員
内容：緑があざやかなリースを作ろう！

ウォーキングを楽しむ
１２月１４日㈭ １３：３０～１５：３０ 対象：成人
講師：酒井浩文 （ソウル五輪競歩代表）
内容：城山コースで健康ウォーキング。

みんなでリクガメをビッグにしよう！
１１：４５集合
人数：１日５組（各組１日１回ずつ）
申込期間：前日の開園時間中まで
参加資格：１１：４５までに来園できる方

１１月２０日㈪、２７日㈪、１２月４日㈪、１１日㈪

これからの講座予定 ※事前申込が必要です。

平日の定期イベント （４月～１１月）

休園日 （１１月１５日～１２月１４日の期間中）

※「フサオマキザルのクルミ割り＆レモンこすりを見よう」
と「動物とのふれあい」は１２月からはお休みです。

※動物の体調により、内容の変更・中止になることがあります。
ビーバーの巣直し見れるかな？
１４：４５～　ビーバーの活動時間によって、変更する
場合があります。

フサオマキザルのクルミ割り＆レモンこすりを見よう
１２：１５～　（雨天中止）
モルモット、ヤギ・ヒツジ、リクガメのふれあい
１１：００～１２：００　（雨天中止）
ポニーのふれあい
１３：３０～１４：３０　（雨天中止）

毎週土日・祝日のイベント （定期）

かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！

※小学２年生以下は保護者同伴でお願いします。
各講座の持ち物は申し込み時、またはホームページで
確認ください。

※材料費・参加費については、
特に記載のないものは無料。

お面づくり
定員１５人
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昭和３６年６月下旬、活発な梅雨前線による集中豪雨が、この地域
を襲いました。天竜川が氾濫し、川路地区一帯は水没、また野底川、王
竜寺川などで発生した土石流により、市内各地が土砂やがれきで埋
め尽くされました。飯田・下伊那地域での死者・行方不明者は１３６人
を数え、長野県災害史上空前といわれるこの「三六災害」は、今でも
災害に備える地域づくりの教訓として受け継がれています。

三六災害、発生（昭和３６年６月２７日）

発行・編集：飯田市 市長公室 秘書広報課／〒３９５-８５０１ 長野県飯田市大久保町２５３４  ☎０２６５（２２）４５１１  　０２６５（５３）４５１１  ●ウェブサイト http://www.city.iida.lg.jp/
飯田市の人口（１０/１現在）■人口＝１０２,７４４人（前月比－１０４）男４９,２１１人／女５３,５３３人  ■世帯数＝３９,８４６世帯（前月比－５）

もっと知りたい子どもの本

栗山淳講演会
2017.
13：30～15：30 13:00開場
212/212/212/212/2

会場／飯田市立中央図書館
定員／５０人

チケット販売：飯田市立中央図書館・
上郷図書館・鼎図書館

チケット500円

土子どもたちの日常には、たくさんのふし
ぎな扉があって、ひっきりなしに、おもしろ
そうな扉をみつけては、その前で想像力を
たくましくしたり、こわがって開けるのをた

めらったり、勇ましく扉を開けてみたりしているようです。
じつは、絵本の編集者もおなじことをしています。
そして、おもしろそうな扉をみつけると、子どもたちが
奥深くまで探検できるように、道案内の立て札を
立ててまわるのです。

第３１回 伊那谷文化芸術祭
地域で活躍してい

るアマチュア舞台芸術
家が一堂に会し、日頃
の練習成果を披露す
るとともに、相互の交
流を通じて互いに成長することを目的としています。
今年は６７団体、約１,６００人が出演し、４日間にわた

り開催します。

１１月５日㈰・１２日㈰・１９日㈰・２６日㈰

●入場料：４００円 【当日窓口販売：５００円】
　　　　　（４日間２会場共通・３歳以上・全席自由）

●飯田文化会館　　●各出演団体
入場券取り扱い先

全日とも１０時開演、９時３０分開場
会場：飯田文化会館・飯田人形劇場

平安堂飯田店・座光寺店／アピタ高森店／
飯田市公民館・飯田文化会館（平日８：３０～１７：１５）
※未就学児入場不可。託児コーナーあり（無料・要予約）。申込締切１１月２８日㈫

プレイガイド

１２月６日㈬
飯田文化会館ホール

●出演：柳家権太楼（落語協会） 
三遊亭圓馬（落語芸術協会）
三遊亭兼好（五代目圓楽一門会） 
立川晴の輔（落語立川流）

Ｓ席 ４,０００円、 Ａ席 ３,５００円、 Ｂ席 １,０００円
［全席指定］

チケット
好評発売中！

開演１８時３０分
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